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志
賀
親
朋
書
翰
集
翻
刻
（
五
）

沢
田　

和
彦
*

、

畠
山
雄
三
郎
*
*

*
 

さ
わ
だ
・
か
ず
ひ
こ
、
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
、
日
露
交
流
史
・
ロ
シ
ア
文
学

*
*
 

は
た
け
や
ま
・
ゆ
う
ざ
ぶ
ろ
う
、
古
文
書
研
究

本
紀
要
第
56
巻
第
2
号
か
ら
数
回
の
予
定
で
長
崎
市
の
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
の
『
東
京
親
朋
書
翰
綴
込
』
の
翻
刻
を
連
載
し
て
い
る
。
志
賀
親
朋
（
幼
名
・
浦
太
郎
）

は
本
邦
最
初
の
プ
ロ
の
ロ
シ
ア
語
通
詞
で
あ
る
。
そ
の
略
伝
は
第
一
回
に
掲
載
し
た
。
翻
刻
す
る
書
翰
は
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
二
月
十
五
日
か
ら
明
治
六
（
一
八
七
三
）

年
八
月
三
日
ま
で
十
二
年
半
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
計
九
十
二
通
で
あ
る
。
大
部
分
は
親
朋
か
ら
父
・
親
憲
（
九
郎
助
）
に
宛
て
た
も
の
だ
が
、
逆
に
父
か
ら
親
朋
に
宛
て
た

も
の
や
第
三
者
か
ら
父
に
宛
て
た
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
数
通
、
ま
た
契
約
書
や
紹
介
状
、
證
文
の
よ
う
な
文
書
も
わ
ず
か
な
が
ら
含
ま
れ
て
い
る
。
第
五
回
は
元
治
元
（
一
八
六
四
）

年
八
月
二
十
六
日
か
ら
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
九
月
十
七
日
ま
で
の
書
翰
計
十
八
通
を
紹
介
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

志
賀
親
朋
、
志
賀
浦
太
郎
、
志
賀
親
憲
、
志
賀
九
郎
助
、
稲
佐
、
日
露
交
流
史
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凡　

例

一 

カ
タ
カ
ナ
表
記
の
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
は
、
読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
平
仮
名
に
変

換
し
た
。

二 

明
確
だ
が
判
読
で
き
な
い
文
字
、
虫
食
い
や
破
損
な
ど
で
見
え
な
い
文
字
は

「
□
」
で
示
し
た
。

三 

欠
字
は
原
文
に
応
じ
て
字
数
分
を
空
け
た
。

四 

翻
刻
者
の
付
し
た
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
が
書
翰
の
日
付
の
順
序
と
一
致
し
な
い
場

合
が
あ
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
書
翰
集
の
順
序
に
従
っ
た
。

五 

志
賀
親
朋
自
ら
が
書
翰
中
に
挿
入
し
た
注
は
〈　

〉
内
に
示
し
た
。

六 

翻
刻
者
の
注
は
〔　

〕
内
に
示
し
た
。

七 

慶
應
四
年
九
月
八
日
に
明
治
に
改
元
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
書
翰
の
日
付

は
慶
應
の
ま
ま
と
し
た
。

　

五
一　

元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
八
月
二
十
六
日　

志
賀
親
憲
宛
て

元
治
元
年
子
九
月
八
日
夜
一
字
幸
壽
丸
便
梅
太
郎
帰
着
持
参
相
達
ス

子
十
一
月
十
三
日
に
亀
田
丸
よ
り
遣
す
返
翰
済

以
幸
便
一
筆
啓
上
仕
候　

秋
冷
相
至
候
処
被
為
揃
益
御
壮
栄
被
為
遊
御
座
恐
悦
至

極
奉
存
候　

次
に
私
義
無
異
相
勤
罷
在
申
候　

乍
憚
尊
意
易
被
思
召
被
下
度
奉
願

上
候

一
亀
田
丸
帰
函
便
に
て
御
差
越
被
成
下
候
梅
太
郎
儀
着
函
以
来
私
手
許
に
て
召
遣
ひ

罷
在
候
処
随
分
宜
し
き
様
に
有
御
座
大
慶
の
仕
安
心
罷
在
候
処　

追
々
無
沙
汰
に

て
夜
行
等
仕
候
間
相
諭
申
候
に
は
〔
「
〕
其
方
儀
他
出
致
候
折
は
拙
者
へ
申
聞
ず

に
て
は
如
何
な
る
要
用
有
之
か
も
難
斗　

付
て
は
出
入
に
は
必
拙
者
へ
申
聞
差
許

候
上
に
て
他
出
可
致
素
よ
り
引
取
候
節
は
猶
又
其
段
可
申
聞　

且
其
方
当
所
拙
者
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許
へ
罷
在
候
内
勝
手
用
透
の
折
は
手
習
等
為
致
可
申
旨
米
蔵
よ
り
も
頼
越
候
間
他

出
致
候
事
も
相
減
し
手
習
可
致
〔
」
〕
旨
申
聞　

同
人
着
直
様
い
ろ
は
よ
り
乍
悪

筆
私
手
本
書
紙
墨
筆
硯
机
等
与
へ
置
候
へ
共　

今
日
迄
の
内
二
夜
か
三
夜
相
習
算

術
等
も
寄
せ
算
掛
け
割
一
と
通
り
教
へ
置
可
申
と
そ
ん
じ
申
聞
置
候
へ
共　

日
暮

候
へ
は
無
沙
汰
に
他
出
仕
鶏
鳴
或
は
朝
六
ツ
半
五
ツ
前
に
帰
宅
仕　

連
れ
は
多
く

は
初
村
の
僕
に
御
座
候　

又
末
吉
方
へ
も
折
々
罷
越
候
様
子
に
御
座
候　

此
儀
も

梅
太
郎
着
函
仕
候
夜
私
申
聞
候
に
は
〔
「
〕
末
吉
事
は
米
蔵
帰
国
来
拙
者
の
夜
類

其
外
蚊
帳
或
は
小
道
具
等
盗
み
出
し
終
に
は
暇
を
出
も
不
致
に
出
行
大
工
等
致
居

候
間　

当
所
へ
罷
在
大
工
日
雇
等
は
方
々
の
し
り
き
れ
組
斗
相
集
り
居
候
間
悪
き

事
は
見
習
申
間
敷
〔
」
〕
と
存
し
罷
在
候
内　

折
々
途
中
に
て
見
掛
其
容
軆
見
兼

候
間
亭
主
役
の
主
人
を
以
い
ろ
〳
〵
相
諭
し
漸
帰
参
致
候
処　

大
工
致
居
候
折
の

朋
友
と
被
存
い
ろ
ん
な
者
を
御
役
宅
に
相
集
候
て　

其
内
拙
者
の
御
切
米
等
を
米

屋
へ
参
り
取
出
し
髪
結
等
へ
賣
拂
等
致
し　

又
々
私
宅
を
立
出
在
留
魯
人
の
小
使

致
居
其
後
匕
を
盗
候
と
て
出
さ
れ　

今
は
佛
商
人
の
小
使
仕
致
候
位
の
儀
に
付
決

て
同
人
と
交
り
致
す
間
敷
旨
申
聞
置
候
へ
共　

折
々
私
の
見
を
忍
ひ
末
吉
方
へ
罷

越
候
由
に
て　

外
へ
使
に
遣
し
候
へ
は
三
時
も
四
時
も
相
掛
り
途
中
に
て
遊
ひ
居　

じ
ば
ん
或
は
足
袋
等
の
せ
ん
た
く
は
水
に
つ
け
候
侭
て　

既
に
頃
日
は
私
出
入
の

者
御
役
宅
へ
罷
越
金
子
を
五
両
私
机
の
上
に
あ
げ
置
候
を
帰
宅
の
折
わ
す
れ
翌
朝

取
に
参
り
候
処
見
へ
不
申　

い
ろ
〳
〵
穿
鑿
甚
敷
致
梅
太
郎
の
外
南
部
盛
岡
の
者

に
て
同
国
留
守
居
米
田
貞
機
へ
頼
み
差
置
候
家
来
友
吉
と
申
者
も
相
尋
候
へ
共
存

し
不
申　

昼
頃
に
相
成
梅
太
郎
持
出
し
わ
ざ
と
か
く
し
置
候
等
と
申
出
異
見
致
候

へ
は
い
ろ
〳
〵
強
情
申
張
一
向
相
用
ひ
不
申　

第
一
一
向
に
恐
れ
候
模
様
無
御
座　

其
後
又
々
不
埒
の
筋
有
之
候
間
事
を
分
け
申
諭
候
処
い
ろ
〳
〵
悪
口
等
申
の
ゝ
し

り　

隣
り
向
ひ
の
御
役
宅
へ
は
調
役
同
並
定
役
元
〆
等
罷
在　

何
分
相
困
り
候
間

弐
つ
三
つ
私
手
に
て
頭
を
た
た
き
候
処
夫
よ
り
猶
又
高
聲
に
て
よ
ば
は
り
丸
て
狂

氣
者
同
様
に
て
で
ば
ほ
ふ
ち
よ
う
を
取
出
い
ろ
〳
〵
悪
口
仕　

近
所
の
家
来
等
被

打
寄
赤
面
不
過
之　

余
り
の
事
に
私
運
上
所
へ
夜
中
大
雨
中
か
け
込
泊
番
の
定
役

を
頼
み
候　

其
役
人
は
市
中
見
廻
に
て
通
り
掛
り
余
り
さ
わ
き
候
間
立
寄
候
積
り

に
て
お
と
し
い
ろ
〳
〵
致
候
位
の
儀
に
候

右
八
月
廿
三
日
認

此
頃
は
当
表
魯
軍
弐
艘
ア
メ
リ
カ
ヤ
ポ
ネ
ツ
近
々
モ
ル
シ
入
港
仕
候　

当
節
の
御

用
多
の
様
子
梅
太
郎
よ
り
御
承
知
奉
願
候　

ア
メ
リ
カ
船
に
て
築
城
功
者
の
者
渡

来
候
間
亀
田
五
陵
郭
並
弁
天
岬
御
臺
場
の
模
様
替
差
図
致
居
日
々
右
両
所
へ
出
張　

其
外
昨
夕
等
は
ウ
ォ
ス
ク
レ
セ
ニ
へ
に
て
市
中
に
て
弐
つ
も
け
ん
く
わ
有
之
水
夫

士
官
等
き
づ
負
其
外
一
両
日
前
に
て
魯
料
理
や
小
使
日
本
人
短
筒
に
て
士
官
に
被

打
い
ろ
〳
〵
に
て
し
み
〳
〵
相
認
候
間
含
無
御
座　

右
梅
太
郎
右
の
通
不
埒
の
筋

も
有
之
何
分
相
困
り
申
候　

往
々
は
如
何
と
奉
存
候
間　

初
村
も
被
申
聞
候
て

は
〔
「
〕
是
に
て
は
と
て
も
よ
い
事
は
有
御
座
間
敷
何
と
な
く
御
返
し
相
成
候
方

可
然
〔
」
〕
と
被
申
聞
く
れ
候
間　

兼
て
永
壽
丸
へ
頼
み
置
只
今
出
帆
の
由
申
出

候
間　

梅
へ
は
前
以
何
と
も
申
聞
ず
〔
「
〕
只
今
亀
田
へ
罷
越
候
処
俄
に
急
御
用

有
之
候
間
親
父
様
へ
書
状
差
出
ず
て
は
不
叶　

問
合
せ
候
処
幸
ひ
只
今
永
壽
丸
出

帆
の
由
に
て
船
中
に
て
着
用
致
す
丈
ケ
衣
類
等
も
持
其
侭
に
て
右
船
へ
乗
込
此
御

用
状
持
参
致
し　

長
崎
ヘ
は
未
た
亀
田
丸
滯
留
罷
在
候
間
右
船
に
て
御
返
事
持
帰

へ
く
〔
」
〕
旨
申
聞
候
間　

同
人
帰
国
の
上
は
不
埒
の
筋
等
は
一
向
に
御
不
沙
汰

に
て
よ
ろ
し
き
よ
ふ
に
御
留
置
奉
願
候　

相
残
し
置
候
急
便
御
送
可
申
上
候　

同

人
着
函
よ
り
今
月
迄
金
壱
両
を
両
度
に
貸
渡
申
候　

只
今
出
帆
の
節
船
中
用
意
と

し
て
名
村
の
差
図
を
受
金
三
分
為
持
置
候　

返
す
〳
〵
も
同
人
帰
着
の
上
は
何
と

な
し
姉
と
く
方
へ
御
返
し
返
す
〳
〵
も
奉
願
候　

当
方
は
南
部
の
留
守
居
の
世
話

に
て
今
一
人
差
置
可
申
都
合
両
人
御
地
よ
り
御
差
越
被
下
候
へ
ば
か
へ
つ
て
害
を

な
し　

其
者
悪
事
有
之
候
共
夫
を
人
に
被
知
候
へ
ば
第
一
私
の
恥
辱　

其
者
は
夫
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に
つ
け
込
い
ろ
ん
な
事
を
仕
候
次
第
に
て
終
に
は
私
の
極
難
渋
を
起
す
よ
ふ
に
至

り
可
申
間　

以
後
御
差
越
不
被
成
様
奉
願
候　

決
て
御
氣
遣
ひ
無
御
座
様
奉
願
候　

右
の
次
第
何
分
よ
ろ
し
く
御
承
知
被
成
下
奉
願
候

一
今
日
も
只
今
よ
り
奉
行
衆
應
接
に
て
何
分
し
み
〳
〵
認
候
儀
出
来
不
申
猶
委
細
は

後
便
可
申
上　

先
つ
梅
帰
崎
候
へ
は
大
儀
と
御
ほ
め
被
成
下
早
速
返
事
を
為
持
箱

館
へ
遣
す
べ
き
処
〔
「
〕
少
々
決
し
な
い
事
有
之
間
少
し
相
待
候
様
〔
」
〕
と
か
何

と
か
被
仰
聞　

よ
ろ
し
き
よ
ふ
に
し
て
御
留
め
置
奉
願
候　

右
申
上
度
早
々
如
此

御
座
候
以
上

　
　
　
　
　

八
月
廿
六
日
昼
正
十
二
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

於
運
上
所
に
て　
　
　
　
　
　
　
　

浦
太
郎　

印 

　
　
　
　

子
九
月
八
日
夜
一
字
梅
太
郎
よ
り
相
達
す

　
　
　
　
　
　
　
　

御
父
上
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

膝
下

実
は
只
今
奉
行
衆
應
接
始
候
に
付　

私
の
内
々
の
意
を
申
上　

出
帆
為
待
候
迄
少

し
の
内
應
接
御
延
引
を
願
候
位
の
儀
に
御
座
候

　

五
二　

元
治
元
年
九
月
四
日　

志
賀
親
憲
宛
て

子
九
月
廿
二
日
昼
十
一
字
魯
カ
レ
ワ
ル
便
よ
り
相
達
す　

返
翰
済
子
十
一
月
十
三
日
亀
田
丸
よ
り
遣
す

追
啓
仕
候　

カ
レ
ワ
ラ
船
今
晩
出
帆
可
仕
の
処
整
兼
候
事
件
等
に
て
出
船
は
今
夜

か
明
晩
へ
相
成
申
候

一
当
節
御
地
へ
は
ア
ド
ミ
ラ
ー
ル
等
入
港
罷
在
可
申
定
て
御
用
繁
可
被
在
奉
遥
察　

其
外
外
国
船
碇
泊
は
幾
艘
位
候
や　

当
地
は
魯
軍
艘
ヤ
ポ
ネ
ツ
〇
カ
レ
ワ
ラ
の
み　

ア
メ
リ
カ
船
は
頃
日
出
帆
仕
候　

其
余
は
何
れ
も
商
船
也
英
五
艘
亜
三
艘
孛
壱
艘

蘭
壱
艘
佛
壱
艘
内
弐
艘
蒸
氣　

御
国
の
御
船
は
蒸
氣
壱
弐
本
柱
四
艘
に
御
座
候

一
当
カ
レ
ワ
ラ
船
は
直
様
当
国
へ
立
帰
り
候
由
に
候
へ
ば　

何
と
も
奉
願
兼
候
へ
共

た
ば
こ
幷
足
袋
丈
け
御
送
奉
願
候　

旦
又
此
節
限
り
白
金
巾
三
四
反
幷
白
も
ん
ぱ

三
四
反
御
送
被
成
下
度
偏
に
奉
願
候 

一
此
品
甚
麁
末
の
至
り
候
へ
共
能
代
木
具
膳
壱
同
吸
物
椀
壱
御
箸
壱
膳　

御
て
あ
ぶ

り
壱
つ
是
は
少
々
相
用
候
の
み
に
て
引
手
一
つ
損
し
候
所
は
亀
次
郎
へ
修
復
被
仰

付
御
取
捨
奉
願
候 

一
申
上
度
儀
は
山
海
候
へ
共　

書
翰
訳
其
外
公
用
繁
に
取
紛
不
能
愚
筆
書
外
追
便
と

申
残　

早
々
頓
首

　
　
　

九
月
四
日
昼
後
四
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
太
郎
親
朋

　
　
　

子
九
月
廿
二
日
昼
十
一
字
魯
カ
レ
ワ
ル
便
よ
り
相
達
す　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
父
上
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

膝
下

一
多
分
御
地
へ
ボ
ガ
テ
リ
船
碇
泊
罷
在
可
申　

兼
て
御
送
被
成
下
置
候
品
々
可
相
成

御
儀
に
候
は
ゝ
当
便
其
侭
御
送
奉
願
上
以
上

　

五
三　

元
治
元
年
九
月
三
日　

志
賀
親
憲
宛
て

子
九
月
廿
二
日
昼
昼
十
一
字
魯
カ
レ
ワ
ル
便
よ
り
相
達
す
返
翰
済
子
十
一
月
十
三

日
亀
田
丸
よ
り
遣
す

明
四
日
早
朝
当
港
出
帆
い
た
し
候
カ
レ
ワ
ラ
船
の
幸
便
を
得
右
艦
船
将
ゲ
ル
ケ
ン
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へ
頼
托
し
寸
楮
拝
呈
仕
候　

時
候
不
被
為
障
皆
々
様
御
揃
益
御
機
嫌
能
被
為
遊
御

座
恐
悦
不
一
方
重
々
奉
南
山
候　

二
つ
に
私
義
い
つ
も
無
異
日
夜
勤
務
罷
在
申
候　

乍
恐
尊
意
易
被
思
召
可
被
下
候

一
当
節
は
定
て
着
崎
仕
居
可
申
梅
太
郎
事
先
便
申
上
候
通
り
い
ろ
〳
〵
意
味
合
御
座

候
間　

永
壽
丸
代
幸
壽
丸
の
出
崎
幸
便
有
之
候
間
永
壽
丸
船
頭
善
兵
衛
へ
頼
御
地

へ
差
出
申
候　

重
々
奉
願
候
は
同
人
着
の
上
御
𠮟
り
等
無
之
様　

兎
に
角
同
人
も

御
地
よ
り
当
所
迄
罷
越
候
間　

先
便
も
申
上
候
通
り
素
よ
り
私
方
に
て
も
何
と
な

し
に
急
御
用
状
を
為
持
遣
す
積
り
に
て
差
出
候
間　

其
御
含
に
て
何
と
な
し
に
姉

と
く
方
へ
御
返
被
成
下
度
奉
願
候

一
追
々
御
聞
も
被
遊
べ
く
京
師
且
長
州
等
は
兎
角
に
穏
な
ら
ず
如
何
相
成
候
義
に
候

や　

ど
ふ
で
も
御
地
は
御
近
辺
の
御
事
に
候
へ
は
新
聞
も
い
ろ
〳
〵
御
聞
に
達
可

申
御
下
知
御
序
奉
願
候　

且
又
々
外
国
へ
御
使
御
差
立
て
相
成
候
由
是
も
横
濱
鎖

港
の
事
に
可
有
御
座　

返
す
〳
〵
も
ず
ん
ど
平
安
な
ら
ぬ
世
の
中
に
御
座
候

一
初
村
官
次
郎
儀
先
月
廿
八
日
当
表
出
立
松
前
表
被
参
申
候　

日
合
も
候
は
ゝ
幸
便

の
儀
を
申
遣
し
留
守
宅
其
外
山
本
等
へ
も
出
状
被
致
可
申
候
へ
共　

差
掛
り
出
帆

に
て
何
分
其
儀
不
能
候
段　

御
序
同
人
留
守
宅
且
山
本
へ
も
宜
し
く
奉
願
候　

同

人
も
不
相
替
い
つ
も
達
者
に
て
御
座
候

一
魯
コ
ン
シ
ュ
ル
・
ゴ
シ
ケ
ウ
ィ
チ
儀
本
国
よ
り
御
奉
書
到
来
今
般
帰
国
仕
候
当
所　

出
立
は
当
分
来
年
四
五
月
頃
の
由
に
御
座
候

一
い
ろ
〳
〵
申
上
度
事
は
山
海
候
へ
共
不
能
愚
筆　

今
日
も
運
上
所
に
て
奉
行
衆
應

接　

奉
行
衆
よ
り
魯
コ
ン
へ
の
御
書
翰
長
文
壱
通
短
文
壱
通　

御
老
中
方
よ
り
魯

国
大
臣
へ
の
御
書
翰
長
文
壱
通　

魯
コ
ン
よ
り
奉
行
衆
へ
の
書
翰
壱
通　

右
四
通

の
御
書
翰
訳
今
日
昼
後
御
下
け
相
成　

い
つ
れ
も
急
き
候
事
件
等
に
て　

何
分
し

み
〳
〵
認
候
暇
無
御
座　

余
は
追
便
と
申
縮
右
御
左
右
伺
旁
呈
寸
楮　

早
々
頓
首

　
　
　

九
月
三
日
夕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
太
郎
親
朋

　
　
　
　

子
九
月
廿
二
日
昼
十
一
字
魯
カ
レ
ワ
ル
便
船
将
ゲ
ル
ケ
ン
よ
り
相
達
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
父
上
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

膝
下

追
啓　

何
に
も
願
ひ
不
申
候
間　

白
金
巾
弐
三
反
と
白
も
ん
ぱ
弐
三
反　

魯
船
便

よ
り
御
送
奉
願
候　

何
れ
も
様
へ
御
序
よ
ろ
し
く
奉
願
候　

重
て
謹
言

　

五
四　

元
治
元
年
十
一
月
十
二
日　

志
賀
親
憲
よ
り
志
賀
親
朋
宛
て

子
十
一
月
十
二
日
亀
田
丸
御
船
帰
便
御
定
役
横
関
新
八
郎
殿
上
村
四
郎
殿
へ
相
願

書
状
壱
封
箱
館
に
相
送
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

覚

一　

紺
縮
緬
紋
附
綿
入　
　
　
　
　

壱
ツ

一　

鼡
色
金
巾
紋
附
綿
入　
　
　
　

壱
ツ

一　

黒
木
綿
紋
附
綿
入　
　
　
　
　

壱
ツ

一　

黒
木
綿
紋
付
袷　
　
　
　
　
　

壱
ツ

一　

け
ん
ち
う
縞
形
綿
入　
　
　
　

壱
ツ

　
　
　

是
は
お
ば
ば
様
御
か
た
み
に
て
候
間
大
事
に
し
て

　
　
　

下
着
に
致
さ
れ
候
事

一　

上
下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
具

一　

奥
縞
綿
入　
　
　
　
　
　
　
　

壱
ツ

一　

御
召
縮
緬
綿
入　

但
下
着　
　

壱
ツ

一　

縞
の
胴
着　
　
　
　
　
　
　
　

壱
ツ

一　

皿
沙
ぐ
る
り
下
着
綿
入　
　
　

弐
ツ
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一　

く
つ
ま
か
い
胴
着　
　
　
　
　

壱
ツ

一　

紋
付
黒
羽
二
重
綿
入　
　
　
　

壱
ツ

〆　

拾
二
桁

　
　
　
　
　

夏
の
も
の

一　

絹
結
城
碁
盤
縞
単
物　
　
　
　

壱
ツ

一　

皮
色
の
絽
鞭
先
羽
織　
　
　
　

壱
ツ

一　

布
水
色
紋
付
帷
子　
　
　
　
　

壱
ツ

一　

越
後
浅
黄
紋
付
帷
子　
　
　
　

弐
ツ

一　

越
後
白
か
す
り
帷
子　
　
　
　

壱
ツ

一　

仙
臺
平
夏
袴　
　
　
　
　
　
　

壱
ツ

〆
六
桁

一　

白
足
袋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
足

一　

紺
足
袋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
足

一　

野
毋
鱲
子
拾
二
腹
入　
　
　
　
　

壱
箱　

一　

上
烟
草
百
巻
入　
　
　
　
　
　
　

壱
箱

一　

ざ
ぼ
ん
拾
弐
唐
み
か
ん
四
ツ
入　

壱
梱

一　

も
ん
ぱ
此
代
金
三
分　
　
　
　
　

壱
反

一　

白
金
巾
此
代
金
壱
両
三
分
二
朱　

三
着

　
　
　
　

但
壱
着
代
金
二
分
弐
朱
宛
余
り
高
直
に
付
代
金
御
し
ら
せ
申
述
候

一　

精
麦

　
　
　
　

右
寄
入
れ
合
せ

　
　

大
箱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
梱

　
　
　

此
掛
目
百
拾
七
斤

　
　

莚
包
ざ
ぼ
ん
十
弐
唐
み
か
ん
四
ツ
入　

壱
梱

　
　
　
　
　
　

以
上

右
の
通
亀
田
丸
御
船
御
帰
便
へ
相
願
送
越
申
候　

御
地
御
着
岸
の
上
御
請
取
可

有
之
候　

以
上

　
　
　
　

子
十
一
月
十
二
日　
　
　
　

志
賀
九
郎
助

　
　
　
　
　
　

志
賀
浦
太
郎
殿

　

五
五　

元
治
元
年
十
一
月
二
十
日　

志
賀
親
憲
宛
て

元
治
二
丑
正
月
十
一
日
英
商
ガ
ル
ト
ネ
ル
帆
前
商
船
よ
り
相
達
す

同
二
月
十
日
ボ
カ
テ
ル
軍
艦
箱
館
便
よ
り
返
翰
差
出
相
済

　

幸
便
を
以
一
筆
啓
上
仕
候　

追
日
寒
氣
相
増
候
の
処
御
全
家
様
被
御
揃
益
御
機
嫌

能
被
為
遊
御
座
恐
悦
至
極
奉
賀
候　

次
に
私
義
無
異
日
夜
相
勤
罷
在
申
候　

乍
恐

尊
意
易
被
思
召
可
被
下
候　

扨
其
後
は
絶
て
御
左
右
伺
も
不
仕
御
無
音
打
過
背
本

意
候　

多
罪
平
に
御
仁
免
奉
願
上
候

一
当
節
御
港
へ
は　

ボ
ガ
テ
リ
へ
は
ア
ド
ミ
ラ
ー
ル
乗
込
其
外
カ
レ
ワ
ラ
・
ア
ブ
レ

ク
等
碇
泊
罷
在　

定
て
日
夜
御
用
多
可
被
為
在　

頻
に
御
按
申
上
居
候

一
先
便
も
申
上
候
通　

魯
コ
ン
シ
ュ
ル
ゴ
シ
ケ
ウ
ィ
チ
儀
此
般
帰
国
願
相
済　

来
丑

年
五
六
月
頃
当
所
發
足
致
候
由
に
付
て
は　

何
か
廉
々
御
老
中
方
へ
御
談
判
申
上

度
由
に
て
近
々
出
府
仕
候　

依
之
御
地
碇
泊
罷
在
候
ア
ド
ミ
ラ
ー
ル
へ
軍
艦
壱
艘

差
越
候
様
コ
ン
よ
り
掛
合
及
び
候
由
の
処　

三
艘
の
内
弐
艘
は
急
に
国
許
へ
相
返

可
申　

右
船
々
を
本
国
へ
仕
出
候
上
は
自
分
も
乗
組　

残
の
壱
艘
に
て
箱
館
へ
罷

越
可
申
由
を
返
答
申
越
候
趣
に
て　

コ
ン
も
殊
外
立
腹
罷
在
申
候　

多
分
近
日
江

戸
表
よ
り
入
港
の
当
所
御
備
の
蒸
氣
神
速
丸
に
て
出
府
仕
候
儀
と
奉
存
候

一
前
文
申
上
候
通
肝
要
の
事
件
を
廉
々
御
老
中
方
に
御
談
判
為
可
申
上
出
府
致
候
に

付
て
は　

東
都
へ
は
魯
通
弁
御
用
の
人
も
無
御
座
候
間
同
道
出
府
可
致
旨
左
の
通
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被
仰
渡
候

　
　
　
　
　
　
　

申
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
浦
太
郎

　
　

今
般
魯
西
亜
コ
ン
シ
ュ
ル
出
府
い
た
し
候
に
付
て
は
兼
て

　
　

御
書
取
を
以
被
仰
渡
置
候
趣
も
有
之
候
間
同
船
出
府

　
　

可
致
候

　
　
　

子
十
一
月
三
日

右
は
亀
田
五
稜
郭
壱
の
間
に
お
い
て
小
出
左
衛
門
尉
殿
被
仰
渡　

立
會
組
頭
三
田

喜
六
調
役
高
木
与
惣
左
衛
門

一
魯
コ
ン
江
戸
表
滞
留
は
凡
十
四
五
日
の
由
に
て　

私
事
も
今
般
出
府
を
幸
に
し
て

彼
地
よ
り
直
に
帰
国
可
仕
と
当
節
は
い
ろ
〳
〵
手
を
尽
居
候
へ
共
奉
行
衆
始
被
申

聞
候
に
は　

コ
ン
シ
ュ
ル
も
帰
国
前
に
候
へ
は
其
許
も
知
ら
れ
る
通
ケ
様
に
い
ろ

〳
〵
御
用
多
に
候
へ
は
何
分
其
侭
相
返
し
候
儀
は
出
来
不
申
今
少
し
の
間
に
候
間

是
非
〳
〵
同
道
又
々
帰
函
不
致
て
は
相
叶
不
申　

等
と
被
申
聞　

既
に
昨
日
も
今

日
も
亀
田
迄
か
け
廻
り
候
へ
共　

組
頭
一
同
も
矢
張
右
同
様
の
事
に
て
何
と
も
相

困
居
申
候

一
当
春
外
国
奉
行
帰
府
の
節　

同
支
配
定
役
森
鉢
太
郎
と
申
人
は　

先
年
御
地
へ
御

普
請
役
に
て
度
々
被
相
詰
候
森
逸
八
と
申
人
の
実
子
に
て
別
て
懇
意
仕
候
間　

立

廣
作
と
両
人
に
て
当
所
不
自
由
の
小
間
物
の
内
□
差
下
し
方
相
頼
候
処　

漸
一
昨

十
八
日
到
着
仕
候
内　

私
は
前
申
上
候
通
近
々
出
府
彼
地
に
て
相
求
可
申
候
間　

甚
如
何
の
品
差
出
も
恐
入
候
へ
共　

左
の
品
々
幸
便
御
送
申
上
候
間
御
取
捨
被
仰

付
被
下
候
は
ゝ
本
懐
の
至
奉
存
候

一
喜
勢
留　

三
本　
　
　
　
　

一
は
る
の
ほ
た
し　

少
々

一
不
換
金　

拾
本　
　
　
　
　

一
狼
毫　
　
　
　
　

拾
本

一
雁
紙
書
翰
筒　

五
拾
枚　
　

一
す
き
油　
　
　
　

六
□

一
鬢
附　
　

弐
ば
ん　

五
本

　
　
　
　
　

三
ば
ん　

五
本

以
上

一
当
所
亀
田
丸
は
未
た
御
地
へ
罷
在
可
申　

横
関
上
村
へ
別
段
書
状
差
立
不
申
候
間　

御
序
の
折
よ
ろ
し
く
御
傳
聲
奉
願
候

一
ボ
ガ
テ
リ
船
に
て
御
送
被
下
候
品
々
則
ち
未
だ
御
受
取
不
申
上
や　

定
て
御
地
へ

持
候
御
儀
と
奉
存　

御
幸
便
御
送
下
ケ
奉
願
上
候

右
廉
々
荒
々
可
申
上
た
め
早
々
如
此
御
座
候　

頓
首

一
前
文
申
上
候
通
の
次
第
に
候
へ
ば　

ど
ふ
で
又
々
引
返
不
申
て
は
相
叶
申
間
敷　

夫
と
も
出
府
の
上
に
て
は
又
々
相
は
た
ら
き
直
に
帰
国
仕
候
様
可
仕
候

一
申
上
度
次
第
も
候
へ
共　

当
所
へ
久
々
在
留
罷
在
候
英
商
人
ガ
ル
ト
ネ
ル
儀
明
暁

当
港
出
帆
御
地
へ
相
越
候
間　

書
状
等
差
出
不
申
や
の
旨
以
書
面
只
今
為
相
知
呉

候
間　

急
き
筆
取
荒
々
肝
要
の
廉
の
み
奉
申
上
候　

書
外
追
便
多
分
東
都
よ
り
可

申
上　

早
々
如
此
御
座
候　

恐
惶
謹
白　

　
　
　

元
治
二
丑
正
月
十
一
日
英
商
ガ
ル
ト
ネ
ル
帆
前
商
船
よ
り
相
達
す

　
　
　

　
　
　

子
十
一
月
廿
日
夜
十
一
時　
　
　
　
　
　

浦
太
郎　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
拝

　
　
　
　
　
　

御
父
上
様
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膝
下

丑
二
月
十
日
ボ
カ
テ
ル
朝
六
字
出
帆
前
晩
士
官
シ
デ
ン
シ
ネ
ル
へ
相
頼
返
翰
差
出

追
啓
奉
申
上
候　

其
後
は
打
絶　

御
母
上
様
始
御
伯
父
様
方
御
伯
母
様
方
先
生
方
弟

妹
中
御
同
役
様
方
其
外
村
役
人
中
へ
も
更
に
御
伺
状
差
出
不
申　

意
外
の
御
無
音
打

過
候
段
御
序
よ
ろ
し
く
被
仰
上
置
被
下
度
奉
願
候　

い
つ
れ
来
丑
正
月
十
五
六
日
頃

迄
は
滞
府
可
仕
候
間　

何
か
彼
地
相
應
の
御
用
も
候
ハ
ゝ
可
相
成
丈
御
急
き
彼
地
へ

御
申
越
奉
願
候　

但
彼
地
に
お
い
て
私
旅
宿
未
た
決
定
不
仕
候
間　

左
の
面
々
へ
御

宛
被
下
候
へ
は
私
の
旅
宿
へ
相
届
け
可
申
候

下
谷
中
御
徒
町
外
国
奉
行
支
配
調
役
相
勤
居
申
候　

日
比
墅
清
作

音
羽
町
壱
丁
目
西
青
柳
丁
角　

護
国
寺
前　

外
国
定
役　

森　

鉢
太
郎

小
石
川
同
心
町　

御
小
人
目
付　

久
松
藤
次
郎

御
成
道
横
丁　

外
神
田
山
本
町
代
地
立
身
不
動
の
脇　

田
中
廉
太
郎

〔
以
下
別
筆
の
メ
モ
〕

一
元
治
二
丑
年
二
月
十
日
朝
六
字
ホ
ガ
テ
ル
軍
艦
箱
館
表
へ
罷
越
候
船
便
に
船
将

ブ
ー
ホ
リ
ツ
幷
コ
ス
ト
ロ
フ
両
人
へ
相
頼　

箱
館
表
浦
太
郎
書
状
壱
封
幷
蕎
麦
粉

入
箱
壱
ツ
ざ
ぼ
ん
入
苞
壱
ツ
相
贈
ル　

尤
も
右
両
人
留
主
に
付
士
官
シ
デ
ン
シ
ネ

ル
へ
相
頼
置　

マ
レ
ン
タ
通
弁
也

一　

書
状　

壱
封　

一　

箱
壱
ツ　

一　

苞
壱
ツ

　

〆
三
桁　
　

箱
館
表
浦
太
郎
に
相
送
る

　
　
　
　
　
　

二
月
九
日
夜
八
字
過　

士
官
シ
デ
ン
シ
ネ
ル
に
相
渡
す

　

五
六　

慶
應
二
（
一
八
六
六
）
年
十
一
月
十
七
日　

志
賀
親
憲
宛
て

1
8
6
6

　

慶
應
二
寅
年
十
一
月
廿
三
日
外
国
ゑ
じ
プ
と
の
内
〇
す
へ
ず
よ
り
書
状

　

同
三
卯
年
正
月
廿
一
日
袋
町
石
崎
氏
よ
り
相
達
す

　

〔
書
状
上
段
に
左
記
別
紙
挿
入
あ
り
〕

書
状
上
書
の
雛
形　
　

日
本
國
長
崎
稲
佐　
　

ゑ
じ
ぷ
と
の
内

志
賀
和
一
郎
様　
　
　

す
へ
ず
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
浦
太
郎

　

一
筆
拝
啓
仕
候　

甚
暑
凌
兼
候
処
〈
こ
の
甚
暑
と
申
す
は
其
御
国
に
て
は
当
節
寒

中
に
候
へ
共
此
邊
に
て
は
赤
道
の
近
き
所
に
候
へ
は
暑
氣
甚
し
け
れ
ば
前
文
暑
氣

甚
し
く
と
は
申
上
候
事
と
御
推
知
を
奉
願
な
り
〉
皆
様
被
為
揃
益
御
機
嫌
能
被
為

遊
御
起
居
恐
悦
此
事
に
御
座
候　

次
に
私
義
御
地
出
帆
後
追
々
愚
礼
さ
し
出
置
候

間　

唐
国
内
英
領
香
港
よ
り
さ
し
出
候
分
ま
で
追
々
御
落
手
御
覧
被
仰
付
候
御
事

と
奉
存
候　

扨
其
後
は
十
月
廿
三
日
巳
上
刻
よ
り
一
同
香
港
へ
上
陸
支
那
の
駕
籠

に
て
市
中
所
々
見
分
仕
候
処　

彼
地
は
随
分
開
け
居
余
程
欧
羅
巴
の
建
物
も
盛
ん

に
し
て
又
支
那
人
の
物
賣
ふ
店
も
盛
な
り　

支
那
の
産
物
は
上
陸
□
り
も
安
價
の

よ
ふ
被
存
候　

午
中
刻
一
同
帰
船
未
中
刻
香
港
を
出
帆　

翌
廿
四
日
頃
よ
り
追
々

暑
氣
相
増
廿
五
六
に
至
り
て
は
ま
す
〳
〵
甚
し
く
只
夕
立
を
ま
つ
の
み
に
御
座
候　

既
に
食
事
の
時
等
は
タ
ー
フ
ル
の
上
に
巾
壱
尺
五
寸
位
の
板
の
長
き
を
つ
り
て　

食
事
中
其
板
に
紐
を
付
け
人
を
以
て
あ
お
が
し
む
位
の
事
に
御
座
候　

同
念
七
日

辰
の
下
刻
佛
領
サ
イ
ゴ
ン
港
へ　

当
所
も
元
支
那
領
な
れ
ど
今
よ
り
六
年
前
よ
り
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佛
に
て
領
す
る
所
に
し
て
い
ま
だ
十
分
に
は
開
け
ざ
れ
ど
往
々
は
格
別
盛
ん
に
成

行
べ
く
と
ぞ
ん
じ
候　

香
港
に
は
英
の
鎮
臺
□
□
当
国
に
は
佛
蘭
西
の
奉
行
職
在

住
す　

専
ら
米
を
収
納
す
る
処
な
り　

未
中
刻
エ
ゼ
ン
ト
組
合
〈
飛
脚
船
の
主
な

り
〉
迎
船
及
び
案
内
の
も
の
を
得
て
一
同
上
陸
其
所
の
奉
行
を
尋
問
し
直
様
帰
船

せ
り　

翌
念
八
使
節
の
頼
に
よ
り
て
朝
の
内
買
物
と
し
て
上
陸　

直
に
帰
船
午
中

刻
同
所
出
帆
せ
り　

十
一
月
朔
日
己
上
刻
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
内
ニ
ウ
・
パ
ル
ボ
ー
ル

〈
新
港
〉
と
唱
候
所
の
佛
石
炭
小
屋
有
る
所
へ
着
船　

さ
ん
橋
に
船
を
横
付
け
に

付
け
速
に
石
炭
を
積
入
る　

当
地
は
英
領
な
り　

此
所
土
人
は
い
つ
れ
も
坊
主
に

て
着
物
は
白
金
巾
或
は
か
む
り
皿
紗
様
の
も
の
を
巾
の
ま
ま
腰
に
巻　

頭
へ
も
巻

き
居
る
習
ひ
な
り　

尤
賤
き
も
の
は
腰
へ
の
み
麻
の
よ
ふ
な
る
き
た
な
き
切
れ
を

巻
た
の
み
に
て
居
る
も
あ
り　

右
新
港
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
市
町
を
は
な
る
ゝ
事
凡

□
里　

一
同
馬
車
に
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
市
中
へ
出
か
け
所
々
見
物　

申
下
刻
一
同

帰
船
す　

同
初
二
卯
上
刻
右
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
同
新
港
と
唱
候
所
を
蒸
氣
に
て
出
帆

せ
り

右
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
り
天
竺
セ
ー
ロ
ン
へ
の
航
海
中
十
一
月
三
日
夕
刻
船
中
に
て
し

る
す追

々
赤
道
に
近
寄
候
へ
は
十
一
月
四
日
頃
よ
り
暑
氣
ま
す
〳
〵
甚
し　

同
月
八
日

天
竺
セ
ー
ロ
ン
と
唱
候
英
領
の
港
へ
着　

当
所
社
則
釈
迦
の
生
れ
故
郷
に
て
其
日

一
同
上
陸
旅
舎
へ
参
り
馬
車
を
雇
ひ
所
々
見
分
仕
候
処
至
て
い
ま
だ
開
け
さ
る
所

に
て　

其
夜
は
右
旅
舎
へ
一
同
一
泊　

翌
九
日
朝
馬
車
五
乗
に
て
釈
迦
の
修
行
せ

し
山
へ
相
越
見
候
処　

一
ノ
寺
あ
り
則
日
本
の
浄
土
宗
の
如
し　

矢
張
南
無
阿
ミ

だ
仏
と
申
し
拝
し
候
由　

大
な
る
木
像
を
祭
り
有
り　

其
木
像
は
矢
張
天
と
地
へ

指
を
差
居
申
候　

和
尚
あ
り
い
ろ
〳
〵
の
故
事
を
承
り
釈
迦
の
染
筆
の
経
文
を
寶

物
に
し
て
あ
り
て
是
を
為
見
候
間　

御
国
に
て
い
わ
ば
御
初
穂
を
奉
て
右
経
文
三

本
に
な
り
た
る
を
弐
三
枚
受
け　

直
様
旅
舎
へ
立
戻
り
食
事
を
し
て
帰
船
し　

同

日
昼
九
ツ
時
右
セ
ー
ロ
ン
の
港
を
出
帆
仕
ア
ー
デ
ン
と
申
処
へ
参
る
航
海
中
に
御

座
候　

尤
今
日
の
正
午
に
測
量
仕
候
処　

ア
ー
デ
ン
迄
は
最
早
弐
百
弐
十
四
里
相

残
居
候
間　

朝
四
ツ
時
頃
に
は
着
可
仕
候

右
十
一
月
十
六
日
夜
認
め
申
候

十
一
月
十
七
日
朝
五
ツ
時
ア
フ
リ
カ
州
の
内
英
領
ア
ー
デ
ン
と
申
所
に
着
直
様

上
陸　

和
州
駿
州
小
嶋
源
平
衛
名
村
五
八
郎
一
同
馬
車
に
て
所
々
見
物
仕
候
処　

当
所
は
水
幷
草
木
更
に
な
し　

雨
は
四
年
半
前
降
し
ま
ゝ
に
て
其
後
降
不
申
由　

三
十
四
年
前
英
領
に
成
候
所
に
て
い
ま
だ
十
分
に
は
開
け
居
不
申　

乍
去
炮
臺
等

は
所
々
に
築
き
有
之
警
衛
は
過
分
に
届
き
居
申
候　

井
戸
は
掘
れ
と
も
汐
水
な
れ

は
右
汐
水
を
機
械
に
て
製
し
真
水
に
直
し
呑
み
候
由　

木
材
其
外
野
菜
等
も
ア
ラ

ビ
ア
辺
よ
り
運
送
い
た
し
候
由　

当
所
に
て
は
じ
め
て
生
物
の
ら
く
だ
幷
兎
馬
を

見
申
候　

是
も
ア
ラ
ビ
ヤ
よ
り
取
寄
せ
候
由

一
最
早
す
ゑ゚
す
へ
は
五
日
を
し
て
着
の
積
に
御
座
候　

其
す
ゑ
す
に
て
此
飛
脚
船
よ

り
上
陸　

同
所
よ
り
蒸
氣
車
に
て
あ
れ
き
さ
ん
と
り
や
と
申
所
へ
相
越　

同
所
よ

り
又
飛
脚
船
へ
乗
し
イ
タ
リ
ヤ
の
一
島
に
立
寄　

佛
国
ま
る
せ
り
ひ
へ
相
越
上
陸　

蒸
氣
車
に
て
佛
都
巴
里
西
へ
相
越
五
六
日
滞
留　

矢
張
蒸
氣
車
に
て
ぷ
る
し
や
国

都
部
留
里
ん
へ
相
越　

夫
よ
り
魯
都
ぺ
ち
ゑ
る
ぶ
る
ぐ
へ
着
は
凡
当
寅
年
十
二
月

廿
日
頃
の
積
に
御
座
候　

扨
是
よ
り
相
越
候
前
文
す
へ
す
着
の
上
は
模
様
次
第
に

て
御
国
へ
御
用
状
差
立
候
積
御
座
候
間
今
晩
認
置
申
候　

乍
去
時
宜
に
寄
御
用
状

差
立
不
申
候
は
　ゝ

佛
都
着
の
上
は
兎
に
角
に
御
用
状
差
立
候
間　

猶
是
非
模
様

申
上
候
積
に
候
間　

其
節
此
愚
礼
も
一
同
に
し
て
差
出
し
可
申
候　

す
へ
す
に
て

上
陸
の
節
は
夫
よ
り
蒸
氣
車
に
乗
り
又
荷
物
を
荷
蒸
氣
車
へ
為
乗
候
へ
は
着
の
み

着
の
ま
ゝ
に
て　

荷
は
上
陸
前
明
日
よ
り
手
廻
り
の
道
具
迄
す
つ
か
り
こ
ふ
り
掛

り
候
へ　

迚
も
書
状
を
認
候
事
な
と
は
出
来
兼
申
候
間
実
は
此
夜
封
し
置
申
候　

蒸
氣
車
は
昼
夜
を
分
ず
は
し
り
候
間　

既
に
佛
ま
る
せ
り
い
よ
り
ぱ
り
す
迄
は
一
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昼
夜
に
て
参
り
候
候
事
に
御
座
候

一
出
立
前　

筑
前
侯
其
外
御
地
鎮
臺
能
勢
隅
州
大
熊
或
は
江
戸
に
て
は
中
臺
等
よ
り

羅
紗
其
外
象
皮
等
注
文
は
受
け
候
へ
と
も　

金
子
は
一
向
に
受
取
来
り
不
申　

外

同
行
の
者
共
は
注
文
受
候
者
は
夫
々
金
子
受
取
来
り
居　

何
分
相
困
候
間　

可
相

成
向
々
へ
早
々
為
御
問
合
被
下　

急
便
に
て
為
替
に
て
も
被
成
下
候
は
ゝ
都
合
も

宜
敷
可
有
御
座　

左
無
御
座
て
は
右
の
内
少
々
宛
も
見
本
同
道
に
相
調
帰
り　

猶

申
遣
し
候
様
仕
候
心
得
に
御
座
候

一
申
上
度
海
外
所
々
の
珍
事
は
沢
山
御
座
候
へ
共　

迚
も
愚
筆
に
能
ひ
申
さ
ず　

兎

角
帰
国
目
出
度
拝
謁
の
上
巨
細
可
申
上
と
相
楽
み
居
申
候　

右
御
安
否
伺
旁
旅
行

見
聞
せ
し
事
の
内
ほ
ん
の
荒
々
申
上
度　
　

猶
佛
都
着
の
上
期
出
状
の
時
候　

敬

白

　
　

慶
應
二

　
　
　
　
　

寅
十
一
月
十
七
日
夜　

十
一
時
ア
ー
デ
ン
よ
り

　
　
　
　
　
　

ス
エ゚
ス
へ
の
航
海
中
船
中
に
て
認
終
夜　
　

浦
太
郎
親
朋　

九
拝

　

慶
應
三
卯
年
正
月
二
十
一
日　

袋
町　

石
崎
氏
よ
り
相
達
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
父
上
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
母
上
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

膝
下

追
啓
申
上
候
迄
も
無
御
座
候
へ
共　

御
全
家
様
は
し
め
御
親
類
中
は
申
に
お
よ
ば

す
皆
々
様
被
為
揃
時
候
御
自
愛
専
一
奉
祈
候

一
外
々
様
へ
書
状
不
仕
御
父
上
様
へ
の
み
愚
礼
差
出
候
へ
は　

多
く
は
御
親
類
中　
　

或
は
大
熊
其
外
の
他
向
へ
私
の
愚
礼
を
其
侭
為
御
見
被
成
下
候
由
は
兼
て
承
知
仕

居　

然
ル
所
ケ
様
船
も
動
揺
中
其
外
取
紛
中
認
候
事
に
候
へ
は
悪
筆
の
上
猶
悪
筆

浅
文
殆
と
恥
入
申
候
へ
は　

御
親
類
中
の
外
へ
は
た
ゞ
御
物
語
の
み
に
被
成
下
候

様
奉
願
候
○
何
か
申
上
候
へ
は
つ
い
く
ど
〳
〵
相
成
又
其
次
を
申
上
度
相
成
偏
に

際
限
無
御
座
実
に
佛
都
着
の
上
猶
可
得
尊
意
と
重
て
敬
白

皆
々
様
へ
御
無
音
の
御
詫
は
兼
て
申
上
置
候
へ
共　

御
序
の
折
ケ
様
に
出
状
不
仕
失

敬
の
段
可
然
被
仰
傳
被
下
置
奉
願
候　

以
上

　

五
七　

慶
應
三
（
一
八
六
七
）
年
九
月
一
日　

志
賀
親
憲
宛
て

　
　

慶
應
三
年
卯
十
月
□
□
□
□
相
達
す

今
般
当
地
豆
州
□
□
□
幸
便
を
得
一
筆
啓
上
仕
候　

秌
□
□
候
に
相
成
候
処
被
為

揃
益
御
機
嫌
能
可
被
遊
御
起
居
恐
賀
至
極
の
御
儀
奉
存
候　

次
に
私
義
無
異
相
勤

申
候
乍
憚
御
休
意
可
被
成
下
候　

然
は
私
義
も
当
表
へ
帰
着
い
ろ
〳
〵
手
を
尽
し

漸
御
地
奉
行
の
支
配
被
仰
付　

早
速
当
地
發
足
御
地
へ
□
越
仕
候
積
の
処
引
越
料

其
外
御
手
当
金
等
の
取
越
の
儀
段
々
延
引　

漸
先
月
中
旬
相
渡
り
候
間
〈
惣
高
金

百
拾
四
両
余
内
金
二
拾
六
両
余
は
魯
国
都
府
に
お
い
て
買
調
候
書
籍
代
の
内
不
足

の
分
御
用
金
の
内
よ
り
□
替
願
払
候
分
即
日
返
納
仕
候
事
〉
不
取
敢
大
急
に
て
支

度
仕
は
候
へ
共
何
分
差
向
御
地
へ
の
幸
便
船
も
無
御
座
無
余
儀
横
濱
迄
陸
地
相
越　

彼
地
に
て
懇
意
の
外
国
人
へ
問
合
幸
便
船
に
て
出
崎
の
積
に
て
先
月
廿
日
当
地
出

立
仕
候
心
組
に
て
罷
在
候
処　

同
十
四
日
組
頭
矢
村
戸
四
郎
よ
り
御
殿
へ
罷
出
候

様
申
来
候
間
出
仕
候
処　

明
十
五
日
乗
込
に
て
明
後
十
六
日
品
川
沖
出
帆
兵
庫
へ

行
夫
よ
り
長
崎
の
参
り
候
御
用
船
有
之
候
間　

若
支
度
相
届
候
は
ゝ
明
日
乗
込
候

様
被
達
候
へ
共　

何
分
仕
度
差
掛
り
相
届
き
兼
付
て
は
其
便
へ
も
乗
込
兼
罷
在
候

処　
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志
賀
浦
太
郎
殿
矢
村
戸
四
郎　

魯
国
コ
ン
シ
ュ
ル
麻
布
仙
臺
坂
春
桃
院
滞
留
中
為
通
弁
御
用
其
許
義
同
所
へ
詰

切
の
儀
外
国
奉
行
よ
り
申
上
相
成
候
趣
に
付　

い
つ
れ
右
の
趣
被
仰
渡
可
有
之

候
間　

右
コ
ン
シ
ュ
ル
滞
留
中
春
桃
院
へ
詰
切
候
様
可
致
旨　

伊
豆
守
殿
被
仰

聞
候
間
被
得
其
意
同
所
へ
詰
切
候
様
可
被
致
候　

此
段
相
達
申
候
以
上　

八
月

十
七
日
尚
以
一
昨
十
五
日
河
津
安
芸
守
殿
長
崎
奉
行
被
仰
付
候　

乍
序
此
段
も

相
□
□
□　

右
に
付
翌
十
八
日
よ
り
春
桃
院
隣
寺
善
福
寺
外
国
方
役
所
へ
詰
切
申
候　

然
る
処

魯
コ
ン
シ
ュ
ル
儀
□
昨
年
中
彼
都
へ
使
節
被
遣
候
事
件
に
付
国
帝
よ
り
大
君
へ
の

書
翰
持
参　

其
外
新
條
約
江
戸
大
阪
其
外
□
□
海
岸
兵
庫
開
港
の
會
議
談
判
の
委

任
国
帝
よ
り
被
命
来
り
候
儀
に
て　

当
国
滞
留
の
儀
は
此
後
一
ケ
月
位
は
十
分
滞

り
可
申　

其
上
に
て
日
光
を
拝
礼
し
陸
地
箱
館
へ
相
帰
り
候
由　

其
節
は
私
義
も

護
送
の
通
弁
に
て
箱
館
ま
で
相
越
候
様
□
成
申
候
由　

尤
其
節
は
外
国
奉
行
支
配

調
役
壱
人
定
役
壱
人
其
余
の
役
々
い
ま
以
相
知
れ
不
申　

是
と
申
も
い
ま
た
聢
と

相
決
し
□
□
は
無
御
座　

先
月
廿
三
日
壱
岐
守
殿
御
不
快
に
て
御
国
内
事
務
総
裁

美
濃
守
殿
御
宅
應
接
の
節
も
此
よ
し
申
上
候　

付
て
は
又
々
此
御
用
に
被
引
留
相

済
候
上
な
ら
で
は
出
崎
無
覚
束
何
れ
猶
追
々
可
申
上　

今
朝
河
津
へ
魯
コ
ン
同
車

に
て
乞
暇
と
し
て
参
り
候
節
書
状
の
用
事
も
あ
ら
は
無
遠
慮
左
様
可
申
旨
懇
に
被

申
聞
候
間　

引
取
反
訳
数
多
に
て
取
紛
中
い
そ
き
あ
ら
〳
〵
□
認
無
異
相
勤
罷
在

候
事
の
み
申
上
候　

最
早
只
今
に
て
風
の
な
ぎ
次
第
被
乗
込
候
由
に
付
申
上
度
事

も
期
後
音　

早
々
豆
州
へ
為
持
さ
し
出
候　

謹
言

　
　
　
　
　

慶
應
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　

卯
九
月
朔
日　

当
賀　
　
　
　
　
　
　

浦
太
郎　

九
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
父
上
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

膝
下

　
　

追
啓
皆
々
様
へ
御
序
可
然
御
仰
通
置
被
下
度
奉
願
上
候　

以
上

　

五
八　

慶
應
四
（
一
八
六
八
）
年
一
月
二
日　

志
賀
親
憲
宛
て

明
治
元
辰
三
月
九
日
書
状
同
四
月
廿
八
日
相
達
す

新
禧
の
御
慶
千
里
同
風
奉
恭
祝
候　

御
揃
益
御
安
體
被
為
成
御
超
歳
欣
抃
の
至
奉

存
候　

次
に
當
境
私
儀
無
異
加
算
仕
候　

乍
惮
御
寛
懐
可
被
成
下
候　

右
年
甫
の

御
賀
申
上
度
以
愚
礼
如
斯
御
座
候　

猶
期
永
日
の
時
候　

恐
惶
謹
言

　
　
　

正
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
太
郎
親
朋　

花
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
父
上
様

　

五
九　

慶
應
四
年
三
月
九
日　

志
賀
親
憲
宛
て

一
筆
啓
上
候　

追
日
暖
和
の
候
に
相
成
候
処　

御
一
流
様
被
為
揃
益
御
壮
健
被
為

成
御
超
居
奉
恐
賀
候　

二
ツ
に
私
義
無
異
消
日
罷
在
申
候　

乍
惮
御
安
意
可
被
成

下
候　

旧
冬
十
二
月
麻
布
善
福
寺
よ
り
差
出
候
愚
札
定
て
御
落
掌
被
成
下
候
事
と

奉
存
候　

其
後
絶
て
伺
の
愚
札
を
も
差
出
不
申
意
外
の
御
無
音
多
罪
御
仁
免
被
下

べ
く
候　

扨
追
々
御
見
分
被
為
在
候
当
時
の
形
勢
如
何
相
成
候
事
に
候
や　
　

大

君
は
御
退
隠
紀
伊
大
納
言
殿
へ
御
相
続
の
儀
も
先
般
京
師
へ
御
願
立
相
成
候
へ
共　

只
今
に
何
た
る
御
沙
汰
も
無
之
当
分
の
内
田
安
殿
并
松
平
三
河
守
殿
の
御
隠
居
に

て
西
丸
を
御
預
り
被
成
□
慶
喜
公
御
事
は
当
月
十
二
日
の
晩
七
ツ
時
上
野
へ
御
引

籠
相
成
申
候　

何
共
恐
入
次
第
申
上
る
迄
も
無
之
候
へ
共　

大
坂
兵
庫
の
始
末
続

て
其
御
地
何
と
も
言
語
に
絶
し
申
候　

乍
去
御
地
は
時
の
奉
行
河
津
豆
州
の
見
込

に
て
両
家
へ
預
け
に
取
斗　

支
配
向
一
同
一
ト
先
被
立
退
候
段
は
何
れ
に
も
名
儀
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は
相
立　

敢
て
敵
国
は
筑
肥
の
両
家
へ
向
ひ
乱
妨
狼
籍
も
仕
得
申
間
敷　

却
て
御

地
は
御
安
懐
の
御
事
と
奉
存
候　

当
時
は
定
て
少
し
は
静
謐
の
方
と
奉
存
候　

当

表
は
更
に
謐
な
ら
ず
市
中
は
歩
兵
ど
も
乱
妨
仕　

諸
色
賣
店
へ
至
り
て
は
賣
物
を

持
逃
仕　

或
は
吉
原
深
川
の
仮
宅
芝
居
町
等
へ
到
り
て
は
乱
妨
仕
り　

甚
し
き
に

至
り
て
は
家
を
壊
し　

料
理
屋
等
に
て
は
喰
逃
を
し
剰
金
銭
を
強
取
し　

市
中
大

家
に
て
は
白
昼
と
も
戸
を
さ
し
罷
在
申
候　

私
義
も
身
分
の
儀
何
分
い
ま
た
成
就

不
在　

然
る
処
当
月
九
月
御
殿
よ
り
来
翰
〔
「
〕
志
賀
浦
太
郎
殿　

矢
村
戸
四
郎

以
手
紙
啓
上
い
た
し
候　

然
は
御
談
申
儀
有
之
候
間　

明
後
十
一
日
西
城
御
役
所

へ
可
被
罷
出
候　

以
上
〔
」
〕
則
十
一
日
の
朝
罷
出
候
処　

丁
度
加
藤
金
四
郎
殿

御
目
付
被
仰
付
候
日
に
て　

御
同
人
へ
も
久
々
に
て
面
會　

東
條
八
太
郎
殿
も
出

勤
相
成
居
同
断
久
々
に
て
面
會　

戸
四
郎
殿
と
八
太
郎
殿
よ
り
談
し
は
外
儀
に
無

御
座
〔
「
〕
私
義
も
追
々
聞
お
よ
ひ
候
通　

長
崎
表
も
右
様
筑
肥
へ
御
預
け
と
□

□　

奉
行
は
じ
め
支
配
向
一
同
一
ト
先
帰
府
い
た
し
候
に
付
て
は　

私
義
は
何
れ

に
も
長
崎
へ
帰
り
度
心
底
に
候
や　

又
当
所
に
て
御
奉
公
い
た
し
度
見
込
に
候
や

厚
く
熟
考
の
上
存
意
可
被
申
聞
〔
」
〕
旨
信
太
郎
殿
被
申
残
置
横
濱
へ
出
張
被
致

候　

尤
三
四
日
に
て
帰
府
相
成
候
〔
「
〕
尤
長
崎
へ
帰
る
な
れ
ば
御
地
迄
の
船
賃

位
は
出
方
に
も
相
成
候
間　

別
段
御
手
当
等
下
ケ
候
訳
に
は
到
り
不
申　

此
儀
も

心
得
ま
で
談
し
置
〔
」
〕
と
の
事
に
候
間
〔
「
〕
今
日
速
に
御
請
い
た
し
兼
候
間　

猶
勘
考
の
上
御
請
可
申
〔
」
〕
と
相
答
候
処
〔
「
〕
成
程
一
ト
通
の
事
に
も
な
く
候

間
御
勘
考
の
上
我
等
両
人
の
内
へ
御
存
意
御
申
聞
あ
る
へ
し
〔
」
〕
と
の
事
に
御

座
候
間
其
日
は
直
に
御
殿
を
引
き　

其
後
二
日
の
大
雨
に
付
三
日
目
の
日
築
地
南

飯
田
町
な
る
東
條
八
太
郎
宅
へ
帰
着
仕
見
舞
罷
越
候
処
〔
「
〕
今
日
は
直
様
出
勤

致
候
間
ゆ
る
〳
〵
御
談
し
出
来
不
申　

此
方
に
も
い
ろ
〳
〵
御
談
し
も
あ
り
候
間

明
日
は
終
日
在
宿
い
た
し
候
に
付
明
日
来
り
候
は
ゝ
ゆ
る
〳
〵
御
談
し
を
可
致

〔
」
〕
と
の
事
に
付
其
日
は
空
し
く
帰
宅　

翌
朝
支
那
象
牙
の
細
工
物
壱
魯ロ

紙
の
巻

烟
草
百
本
入
壱
箱
佛
産
白
紙
手
覚
帳
壱
持
参
遣
し　

面
會
仕
候
節
の
対
話
左
に
申

上
候　

八
漸
快
晴
に
相
成
申
候　

先
日
は
宜
し
き
か
り
御
殿
に
て
御
目
に
掛
り

い
つ
も
御
壮
健
に
て
結
構
の
御
事
に
御
座
候　

昨
日
は
態
々
御
出
下
さ
れ
候
を
出

掛
り
候
処
に
て　

遠
方
の
所
を
空
し
く
御
帰
し
申　

何
共
御
氣
の
毒
に
存
候　

畢

竟
ゆ
る
〳
〵
御
談
し
を
致
度
故
の
事
に
て　

浦
長
崎
表
よ
り
御
帰
府
相
成
候
儀

も
更
に
存
不
申　

先
日
御
殿
に
て
初
て
存
候
事
に
て
御
伺
ひ
申
上
候
儀
も
大
延
引

仕　

且
御
内
外
御
多
用
の
所
□
□
は
御
妨
仕
恐
入
候
へ
共　

御
着
後
御
伺　

且
先

日
御
殿
に
て
御
談
有
之
候
一
件
に
付
伺
度
事
も
有
之　

且
右
御
談
申
上
へ
き
た
め

参
上
仕
候　

○
今
日
は
終
日
在
宅
仕
候
間
ゆ
る
〳
〵
御
談
可
仕
候　

只
今
は
被
掛

貴
意
遠
旅
の
御
土
産
品
々
御
恵
被
下
難
有
奉
存
候　

△
誠
に
つ
ま
ら
ぬ
品
に
て
入

御
覧
候
も
恐
入
候
へ
共　

御
笑
留
被
下
難
有
奉
存
候　

扨
私
義
〔
「
〕
当
地
へ
留

り
御
奉
公
仕
度
や　

又
長
崎
へ
帰
度
や
〔
」
〕
の
御
尋
も
有
之
候
処　

彼
地
も
当

節
に
て
は
両
家
へ
御
預
相
成
先
前
の
模
様
と
も
相
違
致
候
事
に
て　

今
帰
崎
仕
候

へ
ば
両
親
の
側
に
て
自
己
の
安
心
は
此
事
に
候
へ
共　

乍
恐
徳
川
御
氏
の
威
権
衰

主
君
御
不
運
の
折
柄
を
見
掛　

親
共
の
存
意
も
不
承
帰
崎
仕
候
儀
は
甚
不
本
意
に

御
座
候
間　

仮
今
如
何
様
相
困
候
共　

上
よ
り
御
暇
の
出
候
節
は
別
段
の
事　

且

親
共
の
存
意
も
不
承
候
て
は
直
に
此
侭
帰
崎
仕
候
儀
は
致
か
た
く
候　

○
成
程
大

に
御
尤
に
て　

盛
衰
を
見
て
節
を
か
へ
ず　

と
い
ふ
あ
り　

夫
こ
そ
生
付
の
旗
本

御
家
人
の
我
々
の
思
ふ
処　

併
此
後
徳
川
氏
如
何
相
成
候
や　

更
相
分
り
不
申　

自
分
共
よ
り
無
理
に
御
引
留
申
す
事
に
は
無
之
と
申
て
其
御
心
底
を
不
聞
留
御
返

し
申
す
事
も
更
に
無
之　

其
思
召
に
候
は
ゝ
其
段
信
太
郎
殿
奉
行
並
へ
申
上
候
様

可
仕
候　

△
且
又
自
分
の
事
を
自
分
に
て
申
上
候
儀
は
甚
恐
入
候
へ
共　

私
身
分

の
儀
も　

魯
国
へ
被
遣
候
者
不
残
出
立
前
共
帰
国
後
夫
々
身
分
御
取
立
被
成
候
へ

共　

私
儀
は
其
侭
で
根
元
高
御
扶
持
等
は
定
役
格
に
候
へ
ば
三
拾
俵
三
人
扶
持
役

金
三
十
五
両
の
外
に
通
弁
御
用
に
付
十
人
扶
持
と
五
十
両
可
頂
の
処　

弐
拾
俵
弐
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人
扶
持
に
て
役
金
も
な
く
十
人
扶
持
も
な
く　

旧
冬
親
共
よ
り
申
越
候
に
は
〔
「
〕

長
崎
に
て
定
役
調
役
並
等
も
出
来
候
間　

是
迄
遠
国
御
用
相
勤
罷
在
定
役
格
に
て　

お
ま
け
に
弐
弐
に
て
帰
崎
致
候
て
は
更
に
古
郷
へ
錦
と
申
訳
に
参
り
兼
候
間　

た

と
ひ
今
一
両
年
遅
帰
す
る
と
も
精
勤
い
た
し
一
二
階
昇
り
相
帰
り
候
様
〔
」
〕
申

越
候
趣
も
有
之
候
間　

一
應
親
共
へ
今
度
御
達
の
趣
申
遣
存
意
不
承
に
て
は
御
答

も
申
上
兼
候　

実
は
私
儀
も
往
々
通
弁
の
肩
書
を
御
除
き
願
度　

付
て
は
外
に
何

を
以
御
奉
公
い
た
す
と
覚
へ
候
事
も
無
御
座
候
間　

外
国
交
際
は
ま
す
〳
〵
御
執

行
被
成
候
儀
は
必
然
に
付　

外
国
の
事
情
少
々
よ
ら
ず
心
得
罷
在
候
間　

右
外
国

人
取
扱
ひ
の
業
を
以
御
召
遣
ひ
被
下
度　

則
当
所
に
て
は
鉄
砲
洲
居
留
地
も
追
々

出
来
候
間　

右
等
の
場
所
へ
御
召
遣
ひ
被
下
度
候　

何
分
に
も
此
侭
に
て
帰
崎
親

共
へ
面
會
仕
か
た
く
候　

○
成
程
弐
弐
に
て
十
口
も
な
し
と
今
初
て
承
り
候　

併

通
弁
の
肩
書
を
取
除
き
候
様
に
て
は
最
早
森
山
名
村
五
八
郎
西
吉
十
郎
の
様
の
次

第
に
て　

丸
て
当
所
の
も
の
に
成
切
り
で
な
け
り
ゃ
い
た
し
難
く　

追
々
身
分
も

結
構
に
相
成
候
上
に
て
帰
り
度
と
か　

大
人
よ
り
帰
し
て
く
れ
い
呉
と
申
越
候
て

は
誠
に
相
困
候
間　

い
つ
れ
に
も
大
人
の
御
存
意
も
早
々
厚
と
御
聞
合
有
之
候
方

可
然　

但
し
尤
長
崎
表
に
て
何
か
筑
州
家
等
に
て
よ
き
は
な
し
も
な
き
に
も
あ
ら

ず
候
間　

早
々
大
人
の
方
御
問
合
有
之
候
方
と
奉
存
候　

△
承
知
仕
候　

早
速
急

便
に
て
親
共
の
存
意
問
合
せ
可
申
上
候　

何
分
よ
ろ
し
く
奉
存
候　

○
当
所
へ
御

居
付
被
成
候
思
召
に
候
は
ゝ
身
分
等
の
事
又
族
の
役
に
い
た
し
候
事
は
如
何
様
に

も
又
仕
法
は
御
座
候
へ
共　

結
構
に
相
成
候
上
に
て
長
崎
へ
帰
り
度
と
か
或
は
大

人
の
方
に
て
返
し
て
呉
い
等
は
誠
に
相
困
候
間　

よ
く
〳
〵
御
問
合
可
被
成
候　

△
承
知
仕
候
左
様
候
へ
は
御
暇
仕
度
候　

今
日
は
御
多
用
に
も
可
被
為
在
を
心
な

く
長
座
御
妨
仕
候
段
御
捨
免
可
被
下
候　

○
久
振
ゆ
る
〳
〵
御
目
に
掛
り
大
慶
は

仕
候
へ
共　

更
に
御
構
不
申
上
御
免
被
下
べ
く
候　

互
に
挨
拶
畢
て
私
義
引
取
申

候

右
の
次
第
に
候
間
如
何
可
仕
や　

実
に
十
方
暮
罷
在
候
間
御
仁
慮
奉
伺
候　

尤
自

然
黒
田
家
に
て
外
国
人
関
係
の
役
に
被
任
候
様
の
事
は
無
之
候
や　

魯
国
等
へ
同

家
よ
り
傳
習
人
被
遣
候
様
に
候
は
　ゞ

私
事
も
ど
ふ
か
其
仲
間
に
入
れ
被
遣
候
様

願
度
御
目
通
の
上
不
申
上
候
て
は
相
分
不
申
候
へ
共　

各
国
一
見
仕
候
内
警
衛
向

炮
臺
等
の
築
き
は
恐
ら
く
魯
都
の
コ
ロ
ン
ス
タ
ー
ト
島
の
臺
場
に
増
り
た
る
は
無

御
座　

彼
地
へ
傳
習
人
被
遣
候
儀
黒
田
家
へ
も
建
白
仕
度
心
底　

何
分
右
の
段
御

含
被
遊
御
序
の
折
其
御
筋
の
御
重
役
方
へ
御
申
立
被
下
可
然
御
周
旋
被
成
下
度
奉

願
上
候　

魯
国
帝
よ
り
拝
領
品
の
内
魯
国
有
名
の
産
皮
へ
金
針
線
糸
に
て
縫
箔
し

た
る　

彼
国
に
て
は

枕
マ
ク
ラ

地　

我
邦
に
て
は
ふ
く
さ
か
敷
蒲
団
に
相
用
ゆ
へ
き
品　

余
程
美
麗
を
尽
く
た
る
品
に
付
是
は
筑
州
公
へ
献
上
い
た
し
度
積
り
罷
在
候
へ
共

何
分
宜
し
き
便
無
御
座　

折
目
を
付
け
候
て
は
金
の
針
線
に
候
間
不
宜
誠
に
場
を

取
候
間
差
立
方
に
相
困
罷
在　

当
所
詰
御
留
守
居
衆
へ
差
出
候
も
其
手
続
も
心
得

不
申　

又
風
と
霞
ヶ
関
へ
罷
出
候
も
如
何
に
候
や
当
惑
罷
在
申
候　

御
差
図
奉
願

上
候　

○
御
前
様
よ
り
被
命
候
鉄
炮
の
儀
は
先
頃
も
申
上
候
通
歐
羅
巴
に
て
は
誠

に
値
段
引
合
不
申　

横
濱
に
て
求
候
方
安
値
に
候
へ
共
当
節
は
鉄
炮
大
流
行
に
て

法
外
の
値
段
に
付　

折
を
見
斗
ひ
相
求
め
候
心
組
に
御
座
候　

御
沓
等
は
魯
国
に

て
誂
へ
為
拵
持
帰
り
申
候　

余
程
大
形
に
仕
候
へ
共
御
足
に
合
候
や　

皮
は
魯
皮

に
て
余
程
吟
味
仕
り
既
に
價
等
は
壱
足
の
御
沓
十
一
ル
ブ
レ
イ
凡
金
六
両
壱
分
斗

に
候
間　

よ
ろ
し
き
御
沓
に
御
座
候　

私
帰
国
の
折
持
帰
り
可
申
候　

私
義
魯
国

滞
留
中
御
送
申
上
候
筑
州
御
頼
み
の
各
国
帝
王
並
皇
后
王
妃
の
写
真
は
国
名
其
外

姓
名
等
は
帰
国
の
上
申
上
候
様
申
上
置
候
処　

帰
国
追
々
延
引
大
不
都
合　

定
て

誰
か
夫
々
申
上
候
事
と
奉
存
候

右
二
月
廿
九
日
認
申
候

一一
其
後
三
月
三
日
の
夜
別
紙
△
印
の
通
東
條
八
太
郎
よ
り
来
状
ニ
付　

翌
四
日
朝
同
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人
宅
へ
罷
越
候
処
一
應
挨
拶
を
し
て
〇
東
條
✕
私　

○
扨
此
度
長
崎
奉
行
も
勤
仕

並
寄
合
被
仰
付　

支
配
向
一
同
は
小
普
請
に
被
仰
付　

長
崎
局
は
御
勘
定
所
持
に

相
成　

尤
支
配
向
□
□
矢
村
戸
四
郎
飯
田
正
之
助
外
壱
人
は
残
御
用
も
有
之
候
間

相
残
り
御
勘
定
奉
行
手
に
付
御
用
相
勤
へ
く
旨
被
仰
付　

奉
行
中
臺
信
太
郎
は
直

様
御
目
付
被
仰
付
候　

付
て
は
足
下
御
身
分
の
儀
も
中
臺
と
も
相
談
の
上
中
臺
よ

り
進
達
い
た
し
候
事
も
有
之
候
へ
共　

両
三
日
の
内
に
ケ
様
相
変
り
候
位
の
事
に

て　

最
早
私
共
の
勝
手
に
も
相
成
不
申　

ケ
様
引
入
候
て
は
御
世
話
も
出
来
不
申　

中
臺
と
て
も
御
目
付
被
仰
付
候
上
は
長
崎
の
事
に
関
係
更
に
無
御
座　

誠
当
惑
仕

候
仕
合
に
候
へ
共　

中
臺
は
是
迄
崎
局
に
在
候
事
に
付　

先
つ
内
々
に
て
矢
村
も

万
事
相
談
い
た
し
候
儀
に
付　

今
□
□
も
中
臺
矢
村
の
両
人
へ
御
出
被
成
御
身
分

の
儀
厚
御
相
談
相
成
候
方
可
然　

御
呼
立
申
も
失
敬
に
候
へ
共
一
應
御
受
合
は
不

申
候
へ
共
何
と
か
可
致
と
申
上
置
候
間　

一
寸
此
段
御
談
し
申
さ
ん
た
め
御
出
相

願
候　

✕
左
様
候
へ
は
明
夕
刻
に
も
矢
村
へ
罷
越　

明
後
朝
信
太
郎
殿
へ
罷
出
候

様
可
仕
候　

巨
細
の
儀
幷
雑
話
は
略
し
置
申
候　

夫
よ
り
帰
宅
種
々
相
考
候
上　

翌
日
は
大
雨

に
付
翌
々
六
日
昼
後
二
時
半
頃
下
谷
池
の
端
吹
抜
通
り
な
る
矢
村
戸
四
郎
方
へ
罷

越
候
処　

ま
だ
御
殿
よ
り
引
ケ
不
相
成
由
に
付
暫
く
相
待
罷
在
候
処　

四
時
頃
帰

宅
相
成
申
候

〈
○
戸
四
郎
△
私
〉
互
に
一
應
挨
拶
相
済　

△
扨
崎
局
も
御
廢
し
相
成
御
勘
定
所

持
に
被
仰
出　

奉
行
衆
は
勤
仕
並　

御
支
配
向
は
一
同
小
普
請
被
仰
付
候
趣　

一

昨
日
八
太
郎
殿
よ
り
承
知
益
恐
入
候
仕
合
に
て　

既
に
今
明
日
に
も
勅
使
到
着
の

由　

如
何
相
成
候
事
に
御
座
候
や　

付
て
は
私
事
も
当
節
は
別
段
御
用
も
無
之
且

又
種
々
厚
と
愚
考
仕
候
に　

政
を
天
朝
へ
御
帰
し
相
成
候
上
は
外
国
の
交
際
と
て

も
乍
恐
徳
川
氏
に
て
御
扱
ひ
相
成
候
訳
に
は
至
り
申
間
敷　

殊
に
当
時
の
形
勢
に

て
は
籏
本
御
家
人
も
追
々
御
人
減
し
相
成
可
申　

其
節
に
至
候
て
は
私
共
の
業
前

の
者
は
追
々
御
遣
筋
も
無
之
事
に
候
間　

長
崎
表
に
は
実
父
も
罷
在
候
事
に
御
座

候
間
一
應
帰
国
仕　

御
用
の
節
は
何
時
に
て
も
被
召
寄
候
は
ゝ
出
府
可
仕
候
間
左

様
仕
り
候
方
可
然
と
奉
存
候　

□
□
御
意
を
相
伺
信
太
郎
殿
へ
も
伺
相
決
候
心
組

に
御
座
候　

○
成
程
先
達
て
中
よ
り
御
心
願
の
儀
も
承
知
罷
在　

信
太
郎
よ
り
進

達
い
た
し
候
儀
も
御
座
候
へ
共　

今
日
の
形
勢
に
至
り
候
て
は
行
わ
れ
申
間
敷
御

談
し
の
趣
御
尤
の
事
に
御
座
候　

然
る
処
御
帰
国
に
付
て
は
御
手
当
等
も
相
渡
り

候
様
信
太
郎
と
も
内
々
相
談
可
致
候
へ
共　

此
節
柄
如
何
に
候
や　

先
達
て
中
御

船
に
て
出
府
罷
在
候
崎
陽
人
帰
国
御
手
当
等
更
に
相
渡
り
不
申
漸
船
賃
丈
ヶ　

士

官
は
五
十
ド
ル
の
積
に
て
此
金
四
十
両
是
も
漸
の
事
に
て
相
渡
り
候
様
相
成
候
間　

と
て
も
十
分
の
事
は
御
受
合
出
来
申
さ
ず
候　

△
此
節
柄
何
程
困
窮
仕
候
社
銘
々

よ
り
社
冥
加
と
し
て
多
少
に
よ
ら
す
御
備
金
上
納
可
仕
形
勢
に
付　

左
様
御
面
倒

に
候
は
ゝ
御
手
当
金
等
は
更
に
頂
き
申
間
敷
候　

○
早
速
明
朝
信
太
郎
も
登
城
の

上
同
人
は
御
存
の
通
御
目
付
被
仰
付
候
へ
共
是
迄
永
く
崎
局
へ
在
り
候
も
の
ゝ
事

に
付　

同
人
と
も
厚
と
内
々
相
談
の
上
御
沙
汰
可
仕
候　

△
よ
ろ
し
き
様
奉
願
候

〈
巨
細
の
義
幷
雑
話
を
略
し
置
申
候
〉

挨
拶
を
し
て
帰
宅
仕　

翌
七
日
明
ケ
六
ツ
時
少
し
前
北
六
軒
堀
の
宅
を
出
四
ツ
谷

な
か
ど
の
町
な
る
中
臺
へ
参
り
面
會
を
乞
ひ
申
処　

今
日
は
登
城
前
無
拠
急
の
取

調
も
の
有
之　

今
直
様
御
目
に
掛
り
候
儀
何
分
致
兼　

御
手
透
な
れ
ば
少
々
御
談

し
も
有
之
候
間
少
し
御
待
下
さ
れ
た
し
と
の
用
人
の
取
次
口
上
に
付
相
待　

居
間

へ
通
り
面
會
仕
候

〈
○
中
臺
△
私
〉
互
に
久
振
面
會
仕
候
に
付
夫
々
懇
意
の
挨
拶
を
し
て
○
印
前
文

矢
村
へ
申
聞
候
通
り
の
口
上
を
述
候
処　

○
誠
に
御
尤
の
儀
に
て
実
は
頃
日
御
前

の
身
分
の
事
に
付
上
へ
申
上
置
候
事
も
有
之
候
へ
共　

今
日
の
形
勢
に
相
成
候
て

は
如
何
相
成
候
哉
御
聞
も
可
有
之　

私
の
事
も
当
節
御
目
付
被
仰
付
候
へ
共
根
元

よ
り
御
名
染
の
事
に
付
何
と
か
内
々
に
て
御
周
旋
申
度　

是
迄
上
の
御
為
め
に
も
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相
成
候
御
前
の
儀
に
付
如
何
様
に
も
御
世
話
申
度
は
山
々
に
候
へ
共　

御
存
の
通

日
増
徳
川
氏
の
衰
へ
方
自
分
一
人
の
身
さ
へ
行
末
如
何
と
愚
按
い
た
す
位
の
事
に

付　

私
し
も
呉
々
残
念
な
か
ら
一
ト
先
崎
陽
へ
御
帰
り
の
方
可
然　

猶
此
末
成
行

の
模
様
に
寄
て
は
乍
御
苦
労
又
々
御
呼
立
申
候
や
も
難
斗　

其
節
は
又
御
心
よ
く

御
出
府
御
頼
申
置
候　

長
崎
表
も
先
達
て
中
天
朝
よ
り
公
家
の
内
何
と
か
申
者

を
鎮
臺
に
任
し
遣
わ
さ
れ
候
由　

御
帰
国
相
成
候
に
は
申
す
迄
も
無
之
候
へ
共　

徳
川
氏
の
家
来
に
て
今
江
戸
よ
り
帰
崎
い
た
せ
し
等
と
敵
国
の
者
承
り
候
は
　ゝ

万
一
害
を
為
す
も
難
斗
深
く
掛
念
い
た
し
候
間　

た
と
へ
姿
を
替
る
共
更
に
彼

人
々
の
目
立
さ
る
様
御
帰
着
の
上　

追
々
と
彼
方
へ
御
取
入
の
上
御
奉
公
の
方
可

然　

夫
に
は
大
人
も
有
之
候
間
如
何
様
に
も
宜
敷
仕
法
可
有
之　

乍
去
節
角
御
用

心
専
一
に
御
座
候　

△
重
々
御
懇
命
別
て
難
有
仕
合
奉
存
候　

此
上
と
も
御
用
の

節
は
何
時
に
て
も
御
召
出
被
下
度
奉
願
□
候　

○
承
知
仕
候　

且
又
極
密
彼
地
御

着
の
上
は
書
状
の
上
書
は
商
人
ど
も
の
名
に
し
て　

彼
地
一
体
の
模
様
極
密
に
て

御
申
聞
御
頼
申
置
候　

△
奉
畏
□
可
申
上
候　

○
大
人
へ
も
久
々
御
無
音
仕
居
候

間　

御
逢
の
上
宜
し
く
御
鶴
声
御
頼
申
候　

△
難
有
奉
存
候　

申
聞
候
様
可
仕
候　

親
共
よ
り
も
定
て
御
無
音
勝
に
可
有
御
座
候　

御
手
前
様
に
も
随
分
御
自
愛
専
一

奉
祈
候　

別
段
御
用
も
無
之
候
は
ゝ
御
暇
い
た
ゝ
き
度
候　

○
如
何
に
も
御
名
残

お
し
く
存
候　

返
々
〳
〵
御
自
愛
可
被
成
候　

夫
よ
り
帰
宅
仕
候
処　

今
九
日
別
紙
✕
印
の
通
矢
村
戸
四
郎
よ
り
来
状
に
付　

別

紙
□
印
写
の
通
相
答
申
候　

明
後
朝
受
取
候
積
に
御
座
候

一
右
申
上
候
通
の
次
第
に
て
此
節
の
形
勢
を
乍
愚
熟
考
仕
決
心
仕
候　

然
る
処
今
少

の
所
当
地
且
其
御
地
の
模
様
も
見
度
奉
存　

殊
に
昨
夘
八
月
中
相
渡
り
候
侭
に

て
御
切
米
御
手
当
金
御
扶
持
等
は
更
に
相
渡
り
不
申　

今
に
御
證
文
も
相
□
不

申　

且
箱
館
方
に
て
は
是
迄
の
御
手
当
御
切
米
等
に
て
傳
習
御
手
当
の
□
備
金

三
百
五
十
両
等
を
引
去
り
皆
済
相
成　

此
度
四
十
両
位
に
て
何
分
船
賃
の
み
の
事

に
て
此
冬
よ
り
何
に
も
相
渡
り
不
申　

何
分
帰
崎
仕
兼
候
に
付
暇
を
取
候
訳
に
は

無
御
座　

又
上
に
て
も
御
暇
の
出
候
訳
に
は
無
御
座
候
へ
共　

先
ツ
其
形ス

ガ

た
に
候

間
爰
こ
そ
仮
令
商
ひ
を
仕
候
て
も
差
構
ひ
無
御
座
候
間　

当
閏
四
月
下
旬
よ
り
五

月
上
旬
に
か
け
イ
タ
リ
ヤ
国
の
ミ
ニ
ス
ト
ル
の
頼
み
に
て
同
国
産
物
掛
役
人
の
か

ゐ
こ
の
種
紙
を
買
候
通
弁
を
仕　

夫
を
相
仕
舞　

来
る
八
九
月
の
頃
に
相
成
候

は
ゝ
当
国
の
模
様
も
大
凡
相
決
御
地
も
聢
と
相
極
り
可
申
候
間　

其
頃
に
至イ

タ

り

少
々
に
て
も
夫
に
て
金
作
を
仕　

当
所
世
話
に
成
候
者
へ
の
義
理
も
為
済　

多
少

に
寄
ら
す
土
産
も
の
等
も
相
調
帰
宅
仕
度
心
得
に
御
座
候　

実
に
此
節
柄
と
は
乍

申　

十
分
遣
ふ
丈
け
遣
ひ
身
分
は
一
階
も
登
せ
ず　

御
切
米
御
手
当
等
は
渡
ざ
す　

今
に
て
は
何
だ
か
暇
を
遣
す
に
は
遣
わ
さ
れ
す　

仕
方
が
な
い
の
で
し
か
も
困
り

て
居
る
と
言
ぬ
斗
り
の
様
子
に
て
候
間　

帰
国
の
儀
を
申
立
候
へ
は
直
様
相
済
候

段
は
宜
敷
候
へ
共　

少
し
も
手
当
も
な
く
船
賃
の
み
わ
つ
か
四
十
両
相
渡
帰
れ
と

の
事
は
誠
に
此
節
柄
と
は
乍
申
余
り
甚
し
き
被
成
方
に
候
間　

既
に
矢
村
へ
前
書

の
通
申
候
位
の
儀
に
付　

前
申
上
候
通
最
早
商
ひ
を
仕
候
て
も
更
に
差
支
無
之
位

の
事
に
付　

イ
タ
リ
ヤ
の
右
の
一
条
を
横
濱
に
て
致
し
仕
舞　

八
九
月
頃
帰
国
の

上
猶
厚
と
仁
慮
を
伺
ひ
私
身
分
相
定
申
度
候　

籏
本
御
家
人
の
内
に
て
も
追
々
知

行
所
へ
引
込
或
は
暇
を
取
商
ひ
を
始
め
候
者
も
御
座
候　

外
国
人
に
被
頼
候
儀
は

御
存
も
可
有
之　

此
節
に
て
は
立
派
な
布
衣
以
上
御
目
見
以
上
の
御
役
人
さ
へ
或

は
フ
ラ
ン
ス
ミ
ニ
ス
ト
ル
に
被
雇
被
借　

或
は
蘭ラ

ン

ミ
ニ
ス
ト
ル
に
被
借　

横
濱
或

は
当
所
の
彼
の
館
内
へ
同
居
致
候
者
数
多　

決
て
恥
入
候
事
等
は
更
に
無
之
御
安

心
可
被
成
下　

右
イ
タ
リ
ヤ
国
産
物
掛
り
の
役
人
は
閏
四
月
中
に
は
横
濱
へ
着
の

積
に
御
座
候　

先
ツ
夫
迄
は
空
し
く
当
所
に
て
時
日
を
消
申
候　

猶
追
々
可
申
上

候　

私
付
属
の
荷
物
等
は
追
々
横
濱
よ
り
外
国
船
便
の
都
合
次
第　

江
戸
新
材
木

町
箱
館
屋
喜
兵
衛
の
名
前
或
は
横
濱
商
人
或
は
外
国
人
の
名
前
に
て
御
送
り
申
上

候
積
に
御
座
候　

私
帰
国
の
節
は
町
人
の
姿
に
替
へ
御
港
へ
着
仕
候　

此
段
も
御
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含
迄
申
上
置
候

一
御
母
上
様
へ
も
伺
ひ
さ
し
出
候　

お
高
事
当
節
如
何
仕
居
候
や　

当
所
に
て
妻
を

も
ら
ひ
帰
国
可
仕
や
或
は
其
御
地
へ
帰
国
の
上
妻
を
も
ら
ひ
候
方
可
然
や　

此
儀

は
外
国
船
の
御
幸
便
に
て
何
れ
か
御
差
図
奉
待
上
候

一
何
か
当
所
よ
り
買
調
帰
べ
き
御
品
も
御
座
候
は
ゝ
御
沙
汰
被
下
度　

古
道
具
其
外

諸
品
其
節
の
さ
わ
き
に
て
委
く
直
下
り
仕　

余
程
安
物
御
座
候

一
先
達
て
御
地
御
変
改
地
役
人
名
前
書
御
送
被
下
拝
見
仕
候
処　

小
南
栄
十
郎
黒
川

菊
次
郎
の
名
前
相
見
へ
不
申　

如
何
仕
候
や
奉
伺
候

一
当
節
は
其
御
地
如
何
の
模
様
に
相
成
居
候
や　

旧
冬
押
詰
り
壱
度
当
春
に
成
一
度

都
合
両
度
御
用
状
便
に
て
伺
状
差
出
候
へ
共　

両
度
共
外
国
船
に
て
御
用
状
其
侭

相
返
り
申
候　

最
早
長
崎
奉
行
引
拂
候
後
着
仕
候
趣
に
御
座
候

一
細
川
家
の
家
来
に
て
上
田
馬
之
助
と
申
し
今
日
箱
根ネ

や
喜
兵
衛
同
道
に
て
私
宅
へ

参
ら
れ
私
は
今
日
初
面
會
に
て
候
へ
共　

右
箱
根
屋
喜
兵
衛
は
町
人
に
候
へ
共
大

君
家
釼
術
師
範
役
桃
井
春
蔵
弟
子
に
て
少
々
遣
ひ　

右
馬
之
助
は
同
弟
子
に
て

七
八
年
も
懇
意
に
い
た
し
候
者
の
由　

明
後
十
一
日
朝
出
立
肥
後
熊
本
へ
帰
り
夫

よ
り
御
地
へ
罷
越
候
間　

一
封
さ
し
出
呉
候
様
申
聞
候
間
幸
便
差
出
申
候　

則
右

馬
之
助
へ
明
朝
写
真
を
被
頼
面
會
仕
候
間
其
節
相
渡
申
候

一
此
度
京
都
よ
り
勅
使
幷
軍
勢
御
差
向
ケ
相
成
候
に
付　

明
日
に
も
戦
争
の
様
の
模

様
に
て
市
町
は
大
さ
わ
き
に
御
座
候
へ
共　

大
君
は
東
ゑ
ひ
山
へ
御
引
籠
り
相
成

何
所
迄
も
御
慎
相
成
居
決
て
此
方
よ
り
は
手
出
無
之
積　

既
に
市
町
へ
御
觸
も
京

都
よ
り
御
差
向
ケ
被
成
候
面
々
へ
決
て
無
礼
無
之
様
と
の
厳
し
き
御
触
に
御
座
候　

然
る
に
御
差
向
ケ
の
軍
勢
も
此
度
大
坂
と
京
師
と
の
間
に
て
英
ミ
ニ
ス
ト
ル
の
さ

わ
き
に
て
跡
へ
引
返
し
候
様
の
風
説
も
御
座
候　

如
何
相
成
候
事
に
御
座
候
や

一
申
上
度
事
も
御
座
候
へ
共
書
余
後
便
と
申
上
残
し　

早
々
如
此
御
座
候　

　

拝
具
謹
言

　
　
　
　

三
月
九
日
夜
二
時　
　
　
　
　
　
　
　

浦
太
郎
親
朋　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
父
上
様

追
啓
申
上
候
迄
も
無
御
座
候
へ
共
皆
様
被
御
揃
時
候
御
自
愛
専
一
奉
願
候　

有
司
武
鑑
幷
年
数
早
見
今
日
改
り
候
由
に
て
出
雲
寺
主
人
持
来
り
候
間
有
合
の
分

奉
入
御
覧
候　

以
上

　

六
〇　

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
九
月
十
四
日　

傭
船
契
約
書
写

　
　
　
　
　

横
濱
千
八
百
六
十
九
年
西
洋
第
十
月
十
八
日

　
　
　
　
　

日
本
九
月
十
四
日

一
日
本
士
官
渡
邊
開
拓
大
主
典
志
賀
開
拓
権
大
主
典
と
横
濱
住
居
商
人
エ
ド
ワ
ル

ト
。
ウ
イ
ッ
テ
ル
と
左
の
件
々
を
約
定
せ
り

一
千
百
五
拾
三
ト
ン
な
る
英
國
蒸
氣
デ
ー
ル
ス
の
舶
主
幷
右
船
の
船
長
と
渡
邊
志
賀

と
壱
万
弐
千
五
百
弗
に
て
雇
入
る
事
を
取
極
る　

右
デ
ー
ル
ス
を
品
川
沖
へ
廻
し

滞
留
七
日
の
内
士
官
其
外
凡
五
百
五
拾
人
を
乗
せ
家
具
外
等
凡
六
千
五
百
八
拾
箇

幷
乗
馬
壱
疋
を
積
込
函
館
へ
廻
す
へ
し　

函
館
に
お
ゐ
て
船
客
幷
荷
物
等
を
陸
揚

ケ
六
日
を
過
さ
る
事　

猶
右
船
蝦
夷
嶋
の
内
根
室
港
へ
廻
し
舶
客
荷
物
等
陸
揚
同

三
日
に
過
ざ
る
事　

猶
又
蝦
夷
嶋
の
内
宗
谷
へ
相
廻
し
残
り
の
船
客
荷
物
等
を
陸

揚
滯
船
三
日
に
過
さ
る
へ
し
○
・
・
・
・
○
航
海
中
及
ひ
於
各
港
風
波
な
ど
に
て

船
客
荷
物
揚
卸
難
致
節
は
右
の
日
限
に
不
拘
事

一
渡
邊
開
拓
大
主
典
志
賀
開
拓
権
大
主
典
よ
り
エ
ド
ワ
ル
ト
ウ
イ
ッ
テ
ル
へ
右
雇
料

拂
方
の
儀
は　

五
千
弗
は
於
横
濱
相
拂
残　

七
千
五
百
弗
は
於
品
川
沖
墨
是
可
銀

に
て
請
取
渡
可
致
事

一
舶
中
に
て
旅
客
の
内
八
名
は
西
洋
賄　

其
余
へ
は
米
塩
野
菜
魚
肉
与
へ　

猶
右
煮

方
等
は
船
中
に
て
可
心
得
事
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一
函
館
よ
り
水
先
案
内
の
者
人
撰
の
儀
は
船
長
相
心
得
雇
入
て
給
料
は
日
本
政
府
に

て
心
得
へ
し

△
一
日
本
政
府
に
て
前
條
取
極
し
日
限
の
外　

雇
入
る
節
は
一
日
に
付
弐
百
五
十
弗

宛
を
日
本
政
府
に
て
エ
ド
ワ
ル
ト
。
ウ
イ
ッ
テ
ル
へ
拂
う
へ
し

　

右
定
約
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邊
開
拓
大
主
典　
　
　
　
　

花
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
開
拓
權
大
主
典　
　
　
　

花
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舶
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ
ド
ワ
ル
ト
。
ウ
イ
ッ
テ
ル　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

證
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印

〔
左
記
書
４
行
は
志
賀
親
朋
に
よ
る
も
の
〕

当
所
に
て
英
文
を
堀
主
水
訳
候
処
英
文
に
は
ケ
様
に
有
之
候
由

○
尤
一
日
延
る
毎
に
弐
百
五
拾
弗
を
拂
ふ
へ
し
◯

△
印
の
分
英
文
に
無
之
由

右
の
訳
違
に
有
之
候
由

　

六
一　

明
治
二
年
一
月
一
日　

傭
船
契
約
書
写

　
　
　
　
　
　

寫

　
　
　
　
　
　
　

雇
船
約
定
□

現
今
当
湊
に
碇
泊
罷
在
候
千
百
八
拾
六
ト
ン
積
に
て
好
良
の
蒸
氣
船
ヤ
ン
チ
ー
の

持
主
ヱ
フ
、
ス
ト
ラ
ン
ト
ベ
ル
ク
氏　

日
本
政
府
の
士
官
に
て
此
事
に
関
渉
被
致

候
平
尾
伴
之
亟
殿
櫻
田
大
助
殿
と
今
日
左
の
件
々
を
約
諾
せ
り

一
右
蒸
氣
船
は
堅
固
に
し
て
如
何
成
旅
行
の
用
に
も
相
適
ひ
可
申
候
に
付　

今
般
当

湊
よ
り
薩
吟
連
島
の
南
方
に
在
る
湊
に
廻
し
横
濱
へ
帰
帆
の
た
め　

日
本
政
府
へ

御
雇
相
成
候
事　

尤
往
返
共
品
川
並
箱
館
立
寄
且
政
府
御
用
の
品
に
よ
り
其
外
の

良
湊
に
も
立
寄
御
免
許
可
有
之
候
事

一
右
船
御
雇
に
付
致
運
送
候
荷
物
は
衣
服
食
料
家
具
等
に
て　

右
船
に
て
積
込
候
適

宜
の
量
を
過
き
申
間
敷
候
事

一
荷
物
幷
船
客
上
ケ
卸
し
の
義
は
日
本
政
府
に
て
御
引
受
雑
費
御
拂
被
下
候
事

一
水
先
案
内
は
日
本
政
府
に
て
功
者
の
も
の
御
人
撰
相
成
為
乗
組
可
被
下
候
事　

旦

ツ　

諸
湊
租
税
も
右
政
府
に
て
御
引
受
の
事

一
船
客
食
料
の
米
野
菜
魚
肉
水
幷
煮
方
は
船
に
て
用
意
可
致
候
事

一
右
蒸
氣
船
御
雇
賃
金
毎
日
墨
是
可
銀
五
百
弗
の
割
合
を
以
日
本
政
府
よ
り
御
拂
可

被
下
候
事　

但
蒸
氣
用
の
石
炭
代
は
右
銀
高
の
内
□
□
□　

其
外
失
費
は
別
段
の

事
一
此
約
定
取
結
ひ
候
印
と
し
て
洋
銀
壱
万
弗
前
拂
に
て
ウ
ヲ
ル
ス
、
ホ
ー
ル
商
會
へ

御
渡
可
被
下
候　

残
金
の
儀
は
右
船
当
湊
へ
帰
帆
の
上
御
拂
可
被
下
候
事

一
右
船
若
し
兵
火
を
罹
り　

或
は
未
知
の
敵
湊
に
入
り
て
船
を
奪
取
ら
れ　

又
は
不

慮
の
損
害
を
受
け
候
節
は　

右
船
の
價
日
本
政
府
に
て
御
贖
可
被
下
候　

尤
右
船

價
は
洋
銀
拾
七
萬
五
千
弗
と
定
置
候
事

一
此
雇
船
約
定
は
当
月
二
日
朝
よ
り
右
船
当
湊
帰
着
い
た
し
御
用
濟
相
成
候
迄
の
事　

但
航
海
中
風
波
等
有
之
節
は
格
別
の
事

　

右
千
八
百
六
十
九
年
第
一
月
一
日
於
横
濱　

本
書
扣
と
も
姓
名
を
手
記
い
た
し
候

事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヱ
フ
、
ス
ト
ラ
ン
ド
ベ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

證
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
某
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ウ
ヲ
ル
ス
、
ホ
ー
ル
商
社

　

六
二　

明
治
二
年
九
月
十
七
日　

石
橋
助
十
郎
よ
り
志
賀
謙
一
郎
宛
て

□
□
と
申
人
を
通
□
□
致
候
私
訳
不
致
□
□

益
御
多
祥
奉
賀
候　

陳
者
唯
今
当
省
へ
英
商
ア
ス
ブ
ネ
ル
社
中
□
ヱ
ス
コ
ム
と
申

者
参
り　

蒸
氣
サ
ル
ト
ン
船
横
濱
湊
に
碇
泊
致
居
候
間　

函
館
又
は
樺
太
等
へ
御

用
有
之
候
は
ゝ
右
船
御
雇
被
下
度
旨
其
筋
へ
申
立
呉
候
様
申
聞
候
間　

此
段
不
取

敢
申
上
候　

委
細
は
別
紙
に
て
御
承
知
可
被
下
候　

右
可
得
御
意
如
此
御
座
候　

早
々
以
上

　
　
　
　

九
月
十
七
日

　
　
　

尚
々
本
文
の
義　

御
挨
拶
相
伺
旨
申
聞
候
間
御
書
答
相
願
候

一
兼
て
願
置
候
通
チ雇

船

ヲ

云

ふ

ャ
ル
ト
ル
一
件
に
付
佐
々
木
へ
御
掛
合
被
下
候
趣　

千
万
難
有

可
□
拝
晤　

萬
謝
可
申
尽
候
以
上

　
　
　
　

開
拓
使　
　
　
　
　
　
　
　

外
務
省

　
　
　
　
　

志
賀
謙
一
郎
様　
　
　
　
　

石
橋
助
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
紙
在
中

　
　
　

別
紙

　
　
　
　
　
　

□
仕
掛
蒸
氣
サ
ル
ト
ン
積
高
千
百
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　

人
員
千
弐
百
人
外
に
荷
物
六
千
ビ
ュ
ル
積
入
可
申
候

　
　
　
　
　
　
　

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

　

六
三　

明
治
二
年
九
月
十
日　

志
賀
開
拓
使
権
大
主
典
「
證
書
写
」

　
　

大
蔵
省
出
納
司
へ
差
入
候
證
□
写

　
　
　
　
　
　
　

證

一
金
札
拾
弐
萬
四
千
六
百
両　
　
　
　
　
　

手
形
壱
枚

一
同
九
萬
八
千
九
百
九
拾
七
両
三
分
弐
朱　

手
形
壱
枚

一
弐
分
判
壱
萬
弐
千
四
百
両　
　
　
　
　
　

手
形
壱
枚

　

右
正
に
致
落
掌
候
也

　
　
　
　

巳
九
月
十
日　
　
　
　
　

志
賀
開
拓
権
大
主
典　

印

　
　
　
　
　

　

六
四　

明
治
二
年
九
月
十
四
日　

松
屋
伊
助
代
貞
助
「
覚
」

　
　
　
　
　

覚

一
洋
銀
五
千
枚

　
　

五
拾
九
匁
五
分
五
厘
替

　
　
　

商
社
買
上

　
　
　

代
金
四
千
九
百
六
拾
弐
両
弐
分

　
　
　
　

外
に

　
　
　
　

銀
七
拾
五
匁　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
合
納

一
洋
銀
千
枚

　
　

五
拾
九
匁
六
分
替

　
　
　

代
金
九
百
九
拾
三
両
壱
分
と
銀
五
匁

　
　

〆
金
五
千
九
百
五
拾
七
両
と
銀
五
匁

　
　

右
の
通
慥
に
奉
請
取
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
屋
伊
助
代

　
　
　
　

己
九
月
十
四
日　
　
　
　
　
　
　

貞
助　

印
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上

　

六
五　

明
治
二
年
九
月
十
五
日　

黒
江
屋
友
七
「
覚
」

　
　
　
　

覚

一
洋
銀
六
千
四
百
九
拾
三
枚
四
分　
　

但　

壱
枚
に
付
銀
六
拾
壱
匁
七
分
替

　
　
　

此
金
六
千
六
百
七
拾
七
両
壱
分
弐
朱　

銀
弐
匁
七
分
九
厘

　
　
　
　

内

　
　
　
　

金
六
千
四
百
四
拾
弐
両
三
分
と　

永
六
拾
六
文
引

　
　
　

差
引

　
　
　
　

金
弐
百
三
拾
四
両
弐
分
と
銀
六
匁
三
分
三
厘

　
　
　
　
　

外
に

　
　
　
　

洋
銀
六
枚
六
分　
　
　
　
　
　

但
壱
枚
に
付
銀
六
拾
匁
替

　
　
　
　

代
金
六
両
弐
分
と
銀
六
匁

　
　

右
の
通
相
成
申
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洲
干
町
弐
拾
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
江
屋

　
　
　

己
九
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友　

七　

印

　
　
　
　
　
　
　
　

上

　

六
六　

明
治
二
年
九
月
十
五
日　

渡
邊
・
志
賀
よ
り
黒
江
屋
宛
て
「
借
用
証
写
」

　
　
　
　
　
　

覚

一
金
弐
百
三
拾
四
両
弐
分
と
銀
弐
分
九
厘

一
金
六
両
弐
分
と
銀
六
匁

　
　

合
金
弐
百
四
拾
壱
両
と
銀
六
匁
弐
分
九
厘

　
　
　
　

此
日
分
十
五
日
よ
り
十
七
日
迄
八
分
三
日
分

　
　
　
　
　

銀
五
拾
七
匁
九
分
六
厘

　
　
　
　
　
　

此
金
三
分
三
朱
と
銀
壱
匁
七
分
壱
厘

　
　
　
　

右
は
ド
ル
買
入
不
足
金
書
面
の
通
借
用

　
　
　
　

致
す
も
の
也

　
　

明
治
二

　
　
　
　

己
九
月
十
五
日　
　
　
　
　
　

渡
邊
開
拓
大
主
典　
　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
開
拓
權
大
主
典　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
江
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
七
殿

　

六
七　

明
治
二
年
九
月
十
七
日　

志
賀
親
朋
開
拓
権
大
主
典
「
差
入
證
書
写
」

　

大
蔵
省
出
納
司
へ
差
入
候
證
書
写

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

證

一
金
五
千
九
百
五
拾
七
両
と
銀
五
匁　
　
　

商
社
納
分
合
共

　
　
　
　

此
洋
銀
六
千
枚

一
金
六
千
六
百
七
拾
七
両
壱
分
弐
朱
と
銀
弐
匁
七
分
九
厘

　
　
　
　

此
洋
銀
六
千
四
百
九
拾
三
枚
四
分

　

〆
金
壱
萬
弐
千
六
百
三
拾
四
両
壱
分
弐
朱
と
銀
七
匁
七
分
九
厘

　
　
　
　
　
　
　

内

　
　
　
　
　
　

金
壱
萬
弐
千
四
百
両　
　
　
　
　

請
取
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差
引
不
足
金
左
の
通

一
金
弐
百
三
拾
四
両
弐
分
と
銀
弐
分
九
厘

一
金
六
両
弐
分
と
銀
六
匁　

但
壱
枚
に
つ
き
銀
六
十
匁
替

　
　
　
　

此
洋
銀
六
枚
六
分

一
銀
五
拾
七
匁
九
分
六
厘　

十
五
日
よ
り
十
七
日
迄
三
日
分
日
分

　
　
　

〆
金
弐
百
四
拾
弐
両
と
銀
四
匁
弐
分
五
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
永
七
拾
文
八
分

　
　
　

右
正
に
致
落
手
候
也

　
　
　
　

己
九
月
十
七
日　
　

志
賀
開
拓
權
大
主
典　

印

　

六
八　

明
治
二
年
九
月
十
七
日　

渡
邊
・
志
賀
「
英
船
雇
借
代
メ
キ
シ
コ
銀
買
上

明
細
」

横
濱
英
吉
利
壱
番
ジ
ャ
ル
ジ
ン
社
中
エ
ド
ワ
ル
ト
・
ウ
ィ
ツ
テ
ル
持
蒸
氣
テ
ー
ル

ス
船
雇
借
代
墨
是
可
銀
買
上
勘
定
仕
上

一
墨
是
可
銀
五
千
枚　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
壱
枚
に
付
五
拾
九
匁
五
分
五
厘
替

　
　
　
　
　

代
金
四
千
九
百
六
拾
弐
両
弐
分

一
銀
七
拾
五
匁　
　
　
　
　
　
　
　

定
弐
分
合
松
屋
伊
助
よ
り
商
社
へ
相
納
候
分

　
　
　
　
　

代
金
壱
両
壱
分　
　
　
　
　
　
　

　
　

右
は
横
濱
南
仲
通
壱
丁
目
松
屋
伊
助
を
以
商
社
よ
り
買
上
候
分

一
墨
是
可
銀
千
枚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
壱
枚
に
付
銀
拾
九
匁
六
分
替

　
　
　
　
　

代
金
九
百
九
拾
三
両
壱
分
と
銀
五
匁

　
　

右
は
松
屋
伊
助
よ
り
買
上
候
分

一
墨
是
可
銀
六
千
四
百
九
拾
三
枚
四
分　
　

但
壱
枚
に
付
銀
六
拾
壱
匁
七
分
替

　
　
　
　
　

代
金
六
千
六
百
七
拾
七
両
壱
分
弐
朱
と
銀
弐
匁
七
分
九
厘

一
同
六
枚
六
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
壱
枚
に
付
銀
六
拾
匁
替

　
　
　
　
　

代
金
六
両
弐
分
と
銀
六
匁

　
　

右
は
横
濱
洲
干
町
弐
拾
番
黒
江
屋
友
七
よ
り
買
上
候
分

　
　

〆
墨
是
可
銀
壱
萬
弐
千
五
百
枚

　
　
　
　

代
金
壱
萬
弐
千
六
百
三
拾
九
両
弐
分
弐
朱
と
銀
拾
三
匁
七
分
九
厘

　
　
　
　
　
　
　

外

　
　

金
壱
両
壱
分　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
書
商
社
へ
相
納
候
分
合

　
　

合
金
壱
萬
弐
千
六
百
四
拾
両
三
分　
　

銀
拾
参
匁
七
分
九
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
□
三
朱
と
弐
匁
五
分
四
厘

　
　
　
　
　
　
　

内

　
　
　

金
壱
萬
弐
千
四
百
両　

九
月　

日
大
蔵
省
よ
り
志
賀
権
大
主
典
請
取
候
分

同
十
四
日
十
五
日
両
日
に
渡
邊
大
主
典
志
賀
権
大
主

典
右
横
濱
商
人
両
人
へ
相
拂
候
事

　
　

差
引 

　
　
　

不
足
金
弐
百
四
拾
壱
両
壱
朱
と
銀
弐
匁
五
分
四
厘

是
は
前
書
黒
江
や
友
七
へ
九
月
十
五
日
よ
り
同
十
七
日
迄
都
合
三
日
分

日
分
左
の
通
可
相
拂
對
談
に
て
借
用
致
置
候
事

　
　
　
　

銀
五
拾
七
匁
九
分
六
厘

是
は
右
不
足
金
日
分
黒
江
屋
友
七
へ
相
渡
分　

　
　
　

二
口　

合
金
弐
百
四
拾
弐
両
と
銀
四
匁
弐
分
五
厘

右
は
弐
分
判
三
井
手
形
に
て
九
月
十
七
日
大
蔵
省
出
納
司
よ
り
志
賀
権
大
主
典

落
手　

艮
刻
横
濱
洲
干
町
弐
拾
番
黒
江
や
友
七
へ
宛　

宮
中
よ
り
記
録
掛
小
貢

権
大
主
典
の
手
を
経　

驛
逓
司
へ
相
談
差
立
候
事
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渡
邊
開
拓
大
主
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
開
拓
權
大
主
典
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０
３
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史
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０
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０
０
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史
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受
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史
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史
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た
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